
ほっとけない世界のまずしさ
社会責任報告書 2 0 0 8

特定非営利活動法人　ほっとけない世界のまずしさ
〒108-0073　東京都港区三田4-15-25-1103   Tel.03-5484-5977   Fax.03-5484-5978

　URL:www.hottokenai.jp   Email:info@hottokenai.jp
対象範囲：2005年5月～2007年3月（一部2007年4月以降の活動報告も含まれています。）

発行日：2008年2月この小冊子は大豆インキを使用しています。

“Overcoming poverty is not a gesture of charity. It is an act of 
justice. The steps that are needed from the developed nations 
are clear. I say to all those leaders: do not look the other way; 
do not hesitate. Recognize that the world is hungry for action, 
not words. Act with courage and vision. Sometimes it falls on a 
generation to be great. You can be that great generation.”        
(Nelson Mandela at London, 2005)

「貧困をなくすことは、慈善（チャリティ）ではなく正義（ジャスティス）の行為です。先

進国に求められていることはすでに明らかです。世界の指導者たちに訴えたい。目をそ

むけないでくれ、躊躇しないでくれ。世界は、言葉ではなく、行動を求めている。勇気と

ビジョンをもって行動しようではないか。歴史上、時折、ある世代が偉大なことを成し

遂げることがあります。みなさんがその偉大な世代となれるのです。」

〔ネルソン・マンデラ  ロンドン  2005年〕

協力して下さったボランティアスタッフ、民間企業、その他関係者の皆様に感謝申し上げます。
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代表理事  林　達雄  

　1980年代、エチオピアが飢饉に苦しんでいた時代、私は医師として彼の地に赴きました。その後も、何度となく

アフリカを訪れて医療活動を行うようになりました。そこでは、安価な治療薬さえ入らないために、エイズの子ども

たちがホスピスで死を待っていました。製薬会社の知的所有権に関する国際ルールが、治療薬の普及を困難にし

ていたのです。これに対して、南アフリカでは、感染者自身が立ち上がり世界中から応援署名を集めて国際世論

を動かしました。そして2001年、エイズの治療薬に関する国際ルールが変わり、多くの子どもの命を救うことが可

能になりました。このように、私たちの声は、貧困や困難な感染症に対して無力ではないのです。

　2005年に、貧困をなくそうというグローバルなキャンペーン（GCAP）が立ち上がりました。私たちも日本で、多

くの人々に「貧困をなくそう」という意思を表すホワイトバンドをつけていただき、その声を日本と世界のリーダー

たちに届けようと、「ほっとけない世界のまずしさ」キャンペーンを立ち上げました。ホワイトバンドは、多くの話題

を呼び、その売上げ数は、最終的には465万本という数に達しました。これだけ多くの人たちが関心を示してくれ

たことに大きな感動を覚えます。

　私たちの想像をはるかに超えるスピードでホワイトバンドが広まったために、その活動意図を十分に伝えること

が出来ず、キャンペーンに対する誤解や疑問も呼びました。そして、私たちは、活動の趣旨と売上の使途に関する

社会への説明責任を果たしていかなければならないことを教訓として学び、『社会責任報告書2008』を発行する

ことにしました。

　誰かが先頭をきって動き出せば、それを応援するサポーターが生まれてきます。それが時代の方向性を変えていく

ことにもつながっていきます。私たちが生活する日本という国は、国際的な影響力を持つ国です。私たち一人ひとり

の関心が世論を醸成し、日本のあり方を変え、世界の動向を変えることができれば、貧困の中にある国々の子ども

たちの命を救うことにもつながります。そのことに多くの方たちに気づいていた

だきたいと私たちは活動をしてきました。私たちは決して無力ではないのです。

　私たちは、「ほっとけない世界のまずしさ」キャンペーンの趣旨・目的を効果

的に継承するために、2006年8月1日に、理事会を中心とする後継組織を立ち

上げました。その後、法人格を取得し、2007年4月より特定非営利活動法人「ほ

っとけない世界のまずしさ」として事業を開始しました。現在ホワイトバンドで

得られた収益金で、G8サミットが日本で行われる2008年に向けてキャンペーン

や政策提言の準備を行っています。

　私たちは、皆さまとともに、貧困や格差のない世界に向けて、一歩ずつ前に進

んでいきたいと思っております。

特定非営利活動法人

貧困や格差のない世界に向けて、
皆さまとともに一歩ずつ前へ。

多くの人がホワイトバンドに、関心を寄せてくださいました。

キャンペーンについて、社会への説明責任を果たすために。
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「ほっとけない世界のまずしさ」とは

＊ミレニアム開発目標（MDGs）と市民社会

　いま、世界で３秒にひとり、貧困のために子どもが命を落としています。10億人以上が貧困に苦しんでいます。その７割

近くが女性だと言われています。4000万人以上がエイズやマラリアなどの感染症にかかっています。11億人以上が、きれ

いな水を飲めません。7200万人以上の子どもたちが、学校に通えず、将来さまざまな可能性にチャレンジする機会を奪わ

れています。先進国の人々がグローバル経済の恩恵を享受する一方で、それに取り残された、特にサハラ以南のアフリカに

住む人々にとって、貧困は日々の現実です。

　これまで、多額の援助や融資が途上国に行われました。食糧や医薬品が供給され、医療設備や学校などが建設され、

貧困が軽減されたところもあります。ただ、それが一時的なもので終わってしまう。本当に必要としている人々に必要なも

のが届かず、格差だけが広がってしまう。途上国政府は先進国から受けた債務の返済のために、国内の医療や教育とい

った福祉政策の予算を削ってしまう。結果として、貧しい人は、その状態から抜けだすチャンスをつかむことができない。

世界では、そのような事態が起きています。

＊「貧困をなくすためのグローバル・コール：GCAP」の誕生

＊「ほっとけない世界のまずしさ」のミッション

　このようにして始まったMDGsですが、2001年の「9.11」以降、国際社会の課題は、急速に「テロとの闘い」にシフトさ

れました。以後、テロの原因の1つでもある貧困問題の解決が置き去りになりました。この状態に危機感を持った途上国

の市民社会組織から先進国の市民社会組織に呼びかける形で、2004年、国際NGOだけでなく、労働組合、宗教者組

織、学校など、多様な関係者を巻き込んだ「貧困をなくすためのグローバル・コール GCAP（Globa l Ca l l  to Act ion 

against Poverty:ジーキャップ）」が結成されました。

　2005年、GCAPは、ホワイトバンドを連帯のシンボルとした「世界の貧困問題に声をあげよう！」という、ゆるやかにつ

ながるキャンペーンを世界中で展開、貧困問題への関心を喚起し、特に先進国政府に対して、「開発援助の質の向上と量

の増大」「最貧国の債務の削減」「貿易のルールの公正化」という３つの政策変更を求めました。

　「ほっとけない世界のまずしさ」キャンペーンは、こういった世界の動きに呼応して、日本国内のホワイトバンドをシンボ

ルとしたグローバルキャンペーンを日本国内で推進する母体として始まりました。詳細の経緯はP.5をご覧ください。

　私たちは、世界の貧困問題の解決は、開発や援助、貿易といった経済システムや国際政治をリードする先進国政府、そ

して先進国に生きる私たちの、国際社会に対するビジョンや選択にかかっていると考えます。そのため、2005年のキャン

ペーン当初より、途上国への直接支援ではなく、「日本国内」の政治や社会に働きかけることで「世界の貧困を生み出すし

くみを変えよう」というメッセージを発し、アドボカシー※活動を展開してきました。

　「ほっとけない世界のまずしさ」のアドボカシー活動には２つのミッションがあります。

　１つは、日本の市民一人ひとりが世界の貧困の現状とそれが生まれるしくみを知って関心を持ち、「世界の貧困を何と

かしたい」という「声」をみんなであげ、世論を醸成し、そして問題を解決するために一人ひとりが行動する社会文化を創

り出す啓発活動です。

　もう１つは、GCAPの仲間たちはもちろん、国内外の援助機関、研究機関、国際機関のネットワークとともに、日本の市

民社会組織による貧困解決のための政策提言活動をサポートする活動です。

　

　2000年９月、国連ミレニアムサミットに集まった147の国家元首を含む189の加盟国は、新たな千年紀の到来を機に「21

世紀に向けて、国際社会はどんな世界を作っていくのか」という理念を議論し、それを基に「ミレニアム宣言」を全会一致

で採択しました。宣言のなかで、世界中の一人ひとりに、「尊厳を有し、飢餓がなく、暴力・抑圧・不公平の恐怖から解放

されて、人間らしく生きる権利がある」ことを再確認し、開発は全ての人の「権利」であり、国際社会が一致団結して貧困

を半減する責務を負うことを誓いました。

 その決意は、「2015年までに貧困を半減する」ことを大目標とした８つの期限付き数値目

標である「ミレニアム開発目標（MDGs）」に集約され、国連だけでなく、世界中の政府、民

間企業、市民社会組織が一丸となって貧困削減に取り組むことが約束されました。ミレニア

ム宣言とMDGsを公約した各国政府に対してその達成に向けた努力を強く促すことは、私

たち一人ひとりの重要な役割です。MDGsの８つめの目標では、先進国が世界の一員として

貧困解消に向け責任を果たすことが掲げられています。

＊貧困の現状

●ミレニアム開発目標（MDGs）※とは2015年までに世界の貧困を半減するための期限付きの8つの目標です。

ゴール1

貧困と飢えを
なくそう

初等教育を
うけられるようにしよう

ジェンダーの
平等を進めよう

子どもの死亡率を
へらそう

妊娠・出産に
かんする健康を
改善しよう

感染症などの病気が
広まるのを防ごう

環境の持続可能性を
確保しよう

世界の一員として、
先進国も

責任をはたそう

MDGsロゴ

ゴール2 ゴール3 ゴール4 ゴール5 ゴール6 ゴール7 ゴール8

８つのミレニアム開発目標（エム・ディー・ジーズ：MDGs）

※アドボカシー：政策提言、権利擁護の運動など、人々の声を集めて、政策や物事のやり方の変更を迫る諸活動。

※市民社会組織：NGO、若者のグループ、女性団体、労働組合、研究機関、宗教者組織など非営利非政府の組織。

※Millennium Development Goals
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＊貧困の現状

●ミレニアム開発目標（MDGs）※とは2015年までに世界の貧困を半減するための期限付きの8つの目標です。

ゴール1

貧困と飢えを
なくそう

初等教育を
うけられるようにしよう

ジェンダーの
平等を進めよう

子どもの死亡率を
へらそう

妊娠・出産に
かんする健康を
改善しよう

感染症などの病気が
広まるのを防ごう

環境の持続可能性を
確保しよう

世界の一員として、
先進国も

責任をはたそう

MDGsロゴ

ゴール2 ゴール3 ゴール4 ゴール5 ゴール6 ゴール7 ゴール8

８つのミレニアム開発目標（エム・ディー・ジーズ：MDGs）

※アドボカシー：政策提言、権利擁護の運動など、人々の声を集めて、政策や物事のやり方の変更を迫る諸活動。

※市民社会組織：NGO、若者のグループ、女性団体、労働組合、研究機関、宗教者組織など非営利非政府の組織。

※Millennium Development Goals
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2005年  貧困をなくすためのキャンペーン

＊ホワイトバンドのインパクトと問題点

＊実行委員会とサニーサイドアップの連携について

＊世界のホワイトバンド・キャンペーン

　「貧困をなくそう」という意思表示のシンボルであるホワイトバンドは、日本国内で2005年７月に販売を開始してから、

最終的には、およそ465万本の売り上げを記録しました。日本でホワイトバンドが注目を浴びたことで、日本におけるホワ

イトバンド・キャンペーンは世界的にも関心を集めました。

　当時のキャンペーン事務局には、ホワイトバンドを買ってくださった多くの方々から、励ましのメールや、「ホワイトバンド

が貧困問題について考えるきっかけになった」というようなご感想やご意見が多数届けられました。各界の著名人のご協力

もあり、私たちの活動は、従来のNGO活動では接することのなかった多くの方々から関心と支援をいただくことになりまし

た。しかし、その一方で、説明のあり方等において、多くの問題と課題を残しました。ご批判も多数寄せられました。

　これらを真摯に受けとめ、日本でホワイトバンド販売に至った経緯およびホワイトバンドの問題点を整理し、そこから得

た教訓を今後どのように生かすかについて、以下ご説明をいたします。

　2004年に立ち上がったGCAPは、2005年を大きな「機会の年」と位置づけました。７月のイギリス・グレンイーグルスでのＧ８

サミット（主要国首脳会議）やMDGsの中間レビューを行う９月の国連サミット、そして12月の香港WTO（世界貿易機関）閣僚

会合と、GCAPの掲げる政策目標について話し合う重要な国際会議が目白押しだったからです。GCAPは、各国際会議が開か

れる直前にそれぞれ「ホワイトバンドデー」を各国主導で開催し、できるだけ多くの人々の参加を得て、国際社会や世界のリーダ

ーたちに向けて、「貧困問題の解消を最重要課題にしてほしい」という「声」を集めるキャンペーンを各地で展開しました。

　GCAPのなかで2005年にもっとも活発だったイギリスの「MAKE POVERTY HISTORY（貧困を過去の歴史に変えよ

う）」キャンペーンは、多くの著名人からの賛同を得て、３秒に一人ずつ指を鳴らすことで、３秒に一人貧困で命を落としている

現実を知らせる「クリッキングフィルム」を制作し、大きな反響を呼びました。こういった一般市民を活動に巻き込む広報・啓

発活動を背景に政策への働きかけを行った結果、Ｇ８サミットの議長国であったイギリス政府が、その年のメインテーマとし

て、アフリカと気候変動問題を取り上げ、先進国政府による援助の増額と債務の免除という大きな成果を導き出しました。

＊日本のホワイトバンド・キャンペーンのはじまり

　こういった世界の動きに呼応して、日本では、2004年9月にキャンペーン立ち上げ準備委員会が発足し、2005年1月に新

たなメンバーを加え、キャンペーン実行委員会（以下実行委員会）を結成しました。2005年5月26日、NGO関係者など100名

以上が集うなか、「ほっとけない 世界のまずしさ」（以下「ほっとけない」）と命名されたキャンペーンが誕生し、同キャンペ

ーン事務局（以下、事務局）を立ち上げ、実質的な活動を開始しました。

　この頃、すでに多数のホワイトバンドを売り上げていたイギリスのNGO「オックスファム・イギリス」より、約2000万円が

「ほっとけない」の活動のために事務局に寄付されました。また、オランダのNGO「NOVIB」からも約1000万円の助成金を得

たことで、それらを初動資金に活動を始めました。

　ちょうどその頃、すでに盛り上がりを見せていた英国のクリッキングフィルムを見て衝撃を受け、貧困解決のために何かを

したい、と考えた株式会社サニーサイドアップ（以下、サニーサイドアップ）から、実行委員会に協力の打診をいただき、連

携をスタートさせました。ホワイトバンド販売において、サニーサイドアップをはじめ、複数の民間企業の協力を得られたこと

によって、当初の予定をはるかに超える全国規模で、キャンペーンを展開することができました。

　実行委員会は、サニーサイドアップが主催する「ホワイトバンド・プロジェクト」と、2006年6月末までの期間、事業パートナーシ

ップ契約を結びました（「ホワイトバンド・プロジェクト」は2006年6月末に解散）。この契約により、「ホワイトバンド･プロジェク

ト」が、ホワイトバンド製造の初期コストの負担、生産工場との折衝、仕入、商品・倉庫管理、流通システムの構築、販売プロモ

ーションといった、ホワイトバンドという商品に関する一連の業務を担うことになりました。よって、ホワイトバンド製造・販売に

かかる収支管理は、サニーサイドアップが責任を担い、実行委員会に報告をしていました。

　このような契約に基づき、ホワイトバンドは、「ホワイトバンド・プロジェクト」に協力する民間企業の流通経路を経ることで、

音楽ショップや書店、コンビニエンスストアなど、全国数千カ所で販売されることになりました。

　著名人の広報協力やメディアの注目、海外での成功、そして上記のような広範囲な流通・販売経路の確保により、日本

のホワイトバンドは、2ヶ月で200万本を売り上げ、生産が需要に追いつかず、予約待ちの事態が起きるほど人気のアイテ

ムとなりました。キャンペーン事務局に届く問い合わせメールは、9月初旬のピーク時には1日200件を超えました。その一

方で誤解を招いたのも事実です。ご質問、ご批判も多数寄せられました。

　以下、主な質問へのお答えのかたちでご説明申し上げます。

Q：貧困解決は大事だと思い、寄付のつもりでホワイトバンドを買いました。

　　ところが、経費を除いたお金はアフリカ他の国の人々のための教育や食糧に使われるのではなく、貧困についてみん

　　なが知ることと政策提言に使われると聞きましたが本当ですか。

A：本当です。

　　ホワイトバンドの販売は、途上国に食料や医薬品などを届けるという意味での募金活動ではありませんでした。

　　具体的には、経費を除いた活動資金は、貧困問題の実態・原因等について多くの人に知ってもらうこと（キャンペーン時

　　における広報全般、出版やフィルム制作、ウェブ制作などの費用）、イベント関連費用、政策提言に関連する活動（他団

　　体への助成金を含む）などに使わせていただきました。（詳細はP.19～P.20をご参照ください）

　　「ほっとけない世界のまずしさ」など、80カ国以上が参加する「貧困をなくすためのグローバル・コール（GCAP）」

　　は、貧困をなくすためには、現地の人たちによる努力への支援や協力に加えて、貧困を作り出す世界の構造を変える

　　こと、具体的には、（1）開発援助の質の向上と量の増大、（2）最貧国の債務の削減、（3）貿易のルールの公正化が必

　　要だと考えています。

　　　本キャンペーンは、直接支援だけを続けていても途上国の人々は貧困から脱却することはできない、という認識のも

　　とに始めました。先進国を中心に、世界の人々が、貧困の現実と理由を知ることがまず最初にあって、次に、先進国だ

　　けが有利にお金を得るという経済の構造をみんなで変えなければ貧困は解決されない、という考えに立って、キャンペ

１．なぜ直接支援ではないのか

※2005年11月当時の組織図

全国の賛同有志

賛同団体 協力企業

協力企業

ほっとかない学生プロジェクト

キャンペーンに賛同している人々

事務局 事務局

キャンペーン組織図

実行委員会

ホワイトバンドの制作・販売・
流通、広報、イベント企画などキャンペーンの企画運営全般

「ほっとけない世界のまずしさ」キャンペーン

キャンペーン実行委員会 ホワイトバンド・プロジェクト

事業パートナーシップ契約
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キャンペーン実行委員会 ホワイトバンド・プロジェクト

事業パートナーシップ契約
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2005年  貧困をなくすためのキャンペーン

　　広めるためとご理解いただきたいと思います。また、貧困をなくすための活動資金として約5億円という多額な資金が

　　得られました。具体的な数字はP.19をご参照ください。この運動によって世界のまずしさを何とかしようと活動をはじ

　　めた人たちの輪も全国に広がりました。これまで途上国や日本のNGOは資金不足でアドボカシー活動を効果的に展

　　開できなかったのですがこのホワイトバンドで得られた資金により活動を広げることができました。この運動は、この

　　ような大きな波及効果をもたらしました。

　ホワイトバンドの成果を大切にしながらも、これらの教訓をいかに引き受け、今後の「ほっとけない」の活動に生かしてい

くべきかが、私たちに問われていると意識しています。

　今回のように、非営利団体と民間企業が協力・連携して行う物販事業で、収益の一部が非営利の活動に使われる場合、

通常の商品販売とは異なり、非常に高い情報開示と説明責任が必要であるという教訓を私たちは学びました。今後、民間

企業に協力・連携をお願いする場合は、事前に、収益分の使途、情報開示の方法など、細部にわたって両者で取り決めをす

ることが重要だと思います。「ほっとけない」のミッションに賛同し、また協力をしてくださる企業やその他の団体の方 と々の

活動を実り多いものとするために、会計だけでなく、事業の説明責任も果たしていけるしくみを構築してゆきます。

　今回のキャンペーンによって、私たちは、資金獲得を伴ったアドボカシーキャンペーンの説明責任の重要性をあらため

て認識しました。キャンペーン当初に説明が不十分だった点を深く反省し、説明責任を果たすべく以下のように取り組み

を行ってきました。

　資金使途に関しては、これまでのホワイトバンドに関わる一連の不透明さを払拭し、説明責任を果たすために、任意団

体「ほっとけない世界のまずしさ」の2005年度と2006年度の財務諸表は、外部監査人による監査を受け、財務諸表と

監査人による適正意見をP.21～P.24に掲載しました。引き続き、お金の使途については、常に透明性を保ち、説明責任

を果たしていきます。

　　ーンを開始しました。本キャンペーンは、「アドボカシー」と呼ばれている、「貧困についてみんなが知ること」と「市民

　　社会による政策提言の推進」を活動の中心にしています。

Q：ホワイトバンドの包装には「この売り上げは、世界の貧困をなくす活動資金になります」と書いてあり、私は直接支援に

　　使われると思いました。多くの人がそう思うのではないでしょうか。キャンペーンの目的が「アドボカシー」であることを

　　なぜはっきり書かなかったのですか。

A：ホワイトバンド販売の初期に、本キャンペーンの目的がアドボカシーであることを誰もが一目で分かるように明記しなか

　　ったことが、多くの誤解と混乱を招いてしまいました。反省し、お詫び申し上げます。

　　　表示については、2005年７月の販売当初から約2ヶ月間、ご指摘の表示をしていました。その後、「直接支援ではない

　　のか」という多数のご質問を受けて、2005年9月から「世界の貧困をなくそうという意思の表明になります」という表示に

　　変更しました。（※右ページ資料1）さらに、キャンペーンの趣旨と収益の使途を説明した小冊子をホワイトバンドのパッケー

　　ジに入れました。（※右ページ資料2）

　　　現場での直接支援は非常に大事ですが、根本的な貧困のしくみを変えない限り、問題の解決にはならないというこ

　　とは、NGOを含め、政府機関、国際機関などで世界の貧困を相手に活動する人々の共通の見解です。そのためにアドボ

　　カシーが重要なのです。その主旨を、当初からパッケージ等に明示すべきでした。

２．なぜアドボカシーであることを書かなかったのか

説明責任について

民間企業とのパートナーシップについて

3．ホワイトバンドの原価等経費について

総売上げ約14億円の内訳

■ ■ バンドにかかる経費　62.2％

■ 貧困解決のための活動費　37.8％

Q：ホワイトバンドの総売り上げが約14億円で、そのうち、ホワイトバンドにかかる経費が9億円弱であることを知りました。

　　残った約5億円が貧困解決のための活動資金だと理解します。ビジネスの収支として見れば、原価率が約6割というのは

　　妥当だと思いますが、ホワイトバンドの原価等経費を下げて、活動費にもっと回せば良かったのではないでしょうか。

A：本キャンペーンを始めるにあたって、ホワイトバンドはどうあるべきかについては、

　　私たちは以下の方針を立てました。

　　本キャンペーンは、

　　●ホワイトバンドを多くの方々に永く身につけていただきたい。

　　●そのために、積極的な広報活動を行う。

　　●そのために、バンドのデザインや質を良いものにする。

　　●そのために、通常の市場流通ルートに乗せて、より広い販路を獲得する。

　　　ホワイトバンドを広めるために、ＰＲ会社、音楽ショップ、書店、コンビニエンスストアなどの販売協力を得て、全国に

　　販路を獲得し、2005年7月に販売を開始し、465万本を売り上げました。通常のビジネスのルートを使ったことで、ホワ

　　イトバンドを売ったほかの国に比べ、経費は割高になったかもしれませんが、それもホワイトバンド運動を日本全国に

収支の詳細はP.19をご覧下さい。

＊教訓と今後に向けて

※資料2：ホワイトバンドリーフレット（上：1枚ペラの初期タイプ
　下：売り上げ金について説明が加えられた観音開きの後期タイプ）

※資料1：販売用ステッカー

5.3億円
貧困解決のための

活動費

5.4億円
流通経費

3.3億円
原価及び製作経費
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私たちは、これまでにこんな活動を展開してきました。

2005 20062004
9～12 1～３ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1～３

G
C
A
P
と
関
連
す
る
世
界
の
動
き

「
ほ
っ
と
け
な
い
世
界
の
ま
ず
し
さ
」と
関
連
す
る
国
内
の
動
き

9月

貧困解消キャンペーン

「GCAP（貧困をなくすた

めのグローバル・コール）」

スタート。ホワイトバンド

が「連帯」のシンボルに

ヨハネスブルグ宣言採択

  ・ 援助の改善

  ・ 債務の帳消し

  ・ 公正な貿易

10月

イギリスのキャンペーン

「MAKE  POVERTY  

HISTORY」スタート

9月

GCAPに連動した日本

のキャンペーン立ち上げ

準備委員会が発足

12月

国連開発計画と共催で

シンポジウムを開催

サリル・シェティ国連ミ

レニアムキャンペーン･

ディレクターを招聘

1月

日本のキャンペーン名

を「ほっとけない世界の

まずしさ」と決定

準備委員会が実行委員

会へ移行

2月

Ｇ８蔵相会合に向け、

「アドカーアクション」

を世界同時に開催。

日本では、谷垣蔵相（当

時）に向け、財務省と渋

谷駅前で行う

3月

GCAPアジアのジョン・

サミュエル氏を招き、セ

ミナーと記者会見を開

催

日本政府、アジア・アフ

リカ首脳会議（インドネ

シア）にて、「今後3年間

で対アフリカ支援を倍

増すること」を発表

「ほっとけない世界のま

ずしさ」（26日）正式立ち

上げ。100名以上が出席

マニフェスト発表

キャンペーン事務局の

立ち上げ

（株）サニーサイド・アッ

プがホワイトバンドプ

ロジェクトを立ち上げ。

ホワイトバンドの生産を

開始

「ほっとけない」とホワイ

トバンドプロジェクトが

「事業パートナー」とし

て提携

日本版クリッキングフ

ィルム（第1弾）制作

G8へのメッセージ広告

を新聞に発表（27日、28

日）

日本政府、「保健と開発

に関するイニシアチブ」

を発表。5年間で50億ド

ル、世界エイズ・結核・マ

ラリア対策基金に5億ド

ル拠出を公表

ネルソン・マンデラ氏の

全面広告を世界同時に

掲載（1日）

「Live8ジャパン」幕張メ

ッセで開催（2日）

ホワイトバンド販売開始

小泉首相（当時）、5年間

で100億ドルのODA増

額をG8サミットで約束

G8サミットの報告会を

開催（27日）

「ほっとけない10Days」

開催。賛同団体や賛同

個人が啓発イベントを

全国40カ所で開催（1ヶ

月）

「50円で小泉総理を動

かす」ハガキアクション

を展開

ホワイトバンド・フェスで

GLAY、MISIA、宮沢和

史ら、賛同アーティスト

が結集（3日、4日）

「ホワイトバンドデー3」

開催（10日）。東京・築地

本願寺では、ワークショ

ップ「世界が100人の村だ

ったら」、代々木公園で

は、野外イベント

YOUR  VOICE」開催

「国会議員だってほっと

けない」集会の開催（3

日）

連続講座「ほっとけない

セミナー」をキャンペー

ン賛同団体の協力で開

催（3 0日、9月1日、3

日）

テーマは「アフリカ」

「貿易」「国連総会とミ

レニアム開発目標」

衆議院解散・総選挙に

あわせ、各政党へ世界

の貧困に関するアンケ

ート実施。小泉首相（当

時）へ、国連ワールドサ

ミットへの出席を呼びか

けるサイバーアクション

実施

ホワイトバンドの売上が

200万本を突破。メディ

アへの露出が高まると

同時に、批判も高まる

MDGsの達成を訴える

新聞広告を掲載（6日／

朝日、7日／読売）

「WHITEBAND映画祭」

開催。六本木ヒルズ等に

て『神の子たち』など4本

上映

「ホワイトバンドオン東京

タワー」（9日、10日）

「ホワイトバンドデー2」

を東京・芝公園で開催

（10日）。参加者3500人。

日本各地33ヶ所でも自

主イベントが開催される

小泉首相（当時）、国連サ

ミットに出席、貧困解決

をめざす「言葉から行動

へ」演説を行う

日比谷公園グローバル

フェスタに出展（1日、2日）

「ほっとけない」、ホワイ

トバンドプロジェクト共

同記者発表（8日）。キャ

ンペーンの経緯と会計・

事業の報告を行うと同

時に、ホワイトバンドの

売上の一部を世界基金

に拠出する決定を報告

GCAP正式立ち上げ

（ブラジルで開催された世

界社会フォーラムにて）

　世界80ヶ国以上でキャンペーンを展開したGCAPに参加した「ほっ

とけない」は、ホワイトバンドが世に出回る数ヶ月前から、世界各地で

起きている大きなうねりが日本でも起きることを予告しつつ、アフリカ

やアジアから、活動家や国会議員、国連職員などを招聘し、政府関係

者との会合や公開シンポジウムの開催などを実施しました。

　これらのNGOによるイニシアチブは、2005年に英国のグレンイーグ

ルスで開催されたG8サミット（主要国首脳会議）での約束－－2010

年までに援助を500億ドル増額、重債務貧困国の多国間債務完全免

除など－－に大きな影響を与えました。日本政府もG8サミットにさきが

け、50億ドルに上る「保健と開発イニシアチブ」という内容の濃い援

助イニシアチブを発表したほか、「世界エイズ、結核、マラリア対策基

金」にも5億ドルの拠出を表明しました。更に、2005年4月にはアフリ

カ向けの援助額をこれまでの倍にすることを約束しました。

Ｇ8財務大臣会合（11

日）において後発開発途

上国（LDC）18カ国に対

する債務帳消しが決定

GCAPG8加盟国で、新

聞広告を同時掲載

「ホワイトバンドデー」と

して、「LIVE8」が世界10

都市で開催される。スコ

ットランドでは、20万人

以上が参加

英グレンイーグルスで

G8サミット開催（6日～8

日）。2010年までの5年

間で500億ドルの援助

増額に合意

国連ワールド・サミット

に向けた「ホワイトバン

ドデー2」を世界同時開

催（10日）

GCAP90カ国に広がる

国連本部で国連ワールド

サミット開催（14日、15日）

世界銀行と国際通貨基

金が最貧国の債務550億

ドル分の帳消しを発表

WTO閣僚会議に向けた

「ホワイトバンドデー3」

を100カ国以上で同時

開催

香港でWTO閣僚会議を

開催（13日～18日）

2月

GCAPアジア会議に出席

3月

第1回GCAP世界会議

（レバノン・ベイルート）。

ベイルート宣言採択。

「パブリック・アカウンタ

ビリティ」が４つ目のキ

ーメッセージに挙がる

GCAPに参加するアジア

地域の国代表でGCAP

アジア初会合を開催（タイ）

2005年GCAPキャンペーンの成果

　9月10日の「ホワイトバンドデー2」と12月

初旬の「ほっとけない10Days］では、全国各

地でホワイトバンドをきっかけに自然発生し

た賛同「コミュニティ」が、活動をさらに広め

る自主的な啓発イベントを開催。アドボカシ

ー活動は、ホワイトバンドを身につけた一人ひ

とりが「主役」であることを認識させられる貴

重なイベントとなりました。

「VOICE

フライヤー

ステッカー
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私たちは、これまでにこんな活動を展開してきました。
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9月

貧困解消キャンペーン

「GCAP（貧困をなくすた

めのグローバル・コール）」

スタート。ホワイトバンド

が「連帯」のシンボルに

ヨハネスブルグ宣言採択

  ・ 援助の改善

  ・ 債務の帳消し

  ・ 公正な貿易

10月

イギリスのキャンペーン

「MAKE  POVERTY  

HISTORY」スタート

9月

GCAPに連動した日本

のキャンペーン立ち上げ

準備委員会が発足

12月

国連開発計画と共催で

シンポジウムを開催

サリル・シェティ国連ミ

レニアムキャンペーン･

ディレクターを招聘

1月

日本のキャンペーン名

を「ほっとけない世界の

まずしさ」と決定

準備委員会が実行委員

会へ移行

2月

Ｇ８蔵相会合に向け、

「アドカーアクション」

を世界同時に開催。

日本では、谷垣蔵相（当

時）に向け、財務省と渋

谷駅前で行う

3月

GCAPアジアのジョン・

サミュエル氏を招き、セ

ミナーと記者会見を開

催

日本政府、アジア・アフ

リカ首脳会議（インドネ

シア）にて、「今後3年間

で対アフリカ支援を倍

増すること」を発表

「ほっとけない世界のま

ずしさ」（26日）正式立ち

上げ。100名以上が出席

マニフェスト発表

キャンペーン事務局の

立ち上げ

（株）サニーサイド・アッ

プがホワイトバンドプ

ロジェクトを立ち上げ。

ホワイトバンドの生産を

開始

「ほっとけない」とホワイ

トバンドプロジェクトが

「事業パートナー」とし

て提携

日本版クリッキングフ

ィルム（第1弾）制作

G8へのメッセージ広告

を新聞に発表（27日、28

日）

日本政府、「保健と開発

に関するイニシアチブ」

を発表。5年間で50億ド

ル、世界エイズ・結核・マ

ラリア対策基金に5億ド

ル拠出を公表

ネルソン・マンデラ氏の

全面広告を世界同時に

掲載（1日）

「Live8ジャパン」幕張メ

ッセで開催（2日）

ホワイトバンド販売開始

小泉首相（当時）、5年間

で100億ドルのODA増

額をG8サミットで約束

G8サミットの報告会を

開催（27日）

「ほっとけない10Days」

開催。賛同団体や賛同

個人が啓発イベントを

全国40カ所で開催（1ヶ

月）

「50円で小泉総理を動

かす」ハガキアクション

を展開

ホワイトバンド・フェスで

GLAY、MISIA、宮沢和

史ら、賛同アーティスト

が結集（3日、4日）

「ホワイトバンドデー3」

開催（10日）。東京・築地

本願寺では、ワークショ

ップ「世界が100人の村だ

ったら」、代々木公園で

は、野外イベント

YOUR  VOICE」開催

「国会議員だってほっと

けない」集会の開催（3

日）

連続講座「ほっとけない

セミナー」をキャンペー

ン賛同団体の協力で開

催（3 0日、9月1日、3

日）

テーマは「アフリカ」

「貿易」「国連総会とミ

レニアム開発目標」

衆議院解散・総選挙に

あわせ、各政党へ世界

の貧困に関するアンケ

ート実施。小泉首相（当

時）へ、国連ワールドサ

ミットへの出席を呼びか

けるサイバーアクション

実施

ホワイトバンドの売上が

200万本を突破。メディ

アへの露出が高まると

同時に、批判も高まる

MDGsの達成を訴える

新聞広告を掲載（6日／

朝日、7日／読売）

「WHITEBAND映画祭」

開催。六本木ヒルズ等に

て『神の子たち』など4本

上映

「ホワイトバンドオン東京

タワー」（9日、10日）

「ホワイトバンドデー2」

を東京・芝公園で開催

（10日）。参加者3500人。

日本各地33ヶ所でも自

主イベントが開催される

小泉首相（当時）、国連サ

ミットに出席、貧困解決

をめざす「言葉から行動

へ」演説を行う

日比谷公園グローバル

フェスタに出展（1日、2日）

「ほっとけない」、ホワイ

トバンドプロジェクト共

同記者発表（8日）。キャ

ンペーンの経緯と会計・

事業の報告を行うと同

時に、ホワイトバンドの

売上の一部を世界基金

に拠出する決定を報告

GCAP正式立ち上げ

（ブラジルで開催された世

界社会フォーラムにて）

　世界80ヶ国以上でキャンペーンを展開したGCAPに参加した「ほっ

とけない」は、ホワイトバンドが世に出回る数ヶ月前から、世界各地で

起きている大きなうねりが日本でも起きることを予告しつつ、アフリカ

やアジアから、活動家や国会議員、国連職員などを招聘し、政府関係

者との会合や公開シンポジウムの開催などを実施しました。

　これらのNGOによるイニシアチブは、2005年に英国のグレンイーグ

ルスで開催されたG8サミット（主要国首脳会議）での約束－－2010

年までに援助を500億ドル増額、重債務貧困国の多国間債務完全免

除など－－に大きな影響を与えました。日本政府もG8サミットにさきが

け、50億ドルに上る「保健と開発イニシアチブ」という内容の濃い援

助イニシアチブを発表したほか、「世界エイズ、結核、マラリア対策基

金」にも5億ドルの拠出を表明しました。更に、2005年4月にはアフリ

カ向けの援助額をこれまでの倍にすることを約束しました。

Ｇ8財務大臣会合（11

日）において後発開発途

上国（LDC）18カ国に対

する債務帳消しが決定

GCAPG8加盟国で、新

聞広告を同時掲載

「ホワイトバンドデー」と

して、「LIVE8」が世界10

都市で開催される。スコ

ットランドでは、20万人

以上が参加

英グレンイーグルスで

G8サミット開催（6日～8

日）。2010年までの5年

間で500億ドルの援助

増額に合意

国連ワールド・サミット

に向けた「ホワイトバン

ドデー2」を世界同時開

催（10日）

GCAP90カ国に広がる

国連本部で国連ワールド

サミット開催（14日、15日）

世界銀行と国際通貨基

金が最貧国の債務550億

ドル分の帳消しを発表

WTO閣僚会議に向けた

「ホワイトバンドデー3」

を100カ国以上で同時

開催

香港でWTO閣僚会議を

開催（13日～18日）

2月

GCAPアジア会議に出席

3月

第1回GCAP世界会議

（レバノン・ベイルート）。

ベイルート宣言採択。

「パブリック・アカウンタ

ビリティ」が４つ目のキ

ーメッセージに挙がる

GCAPに参加するアジア

地域の国代表でGCAP

アジア初会合を開催（タイ）

2005年GCAPキャンペーンの成果

　9月10日の「ホワイトバンドデー2」と12月

初旬の「ほっとけない10Days］では、全国各

地でホワイトバンドをきっかけに自然発生し

た賛同「コミュニティ」が、活動をさらに広め

る自主的な啓発イベントを開催。アドボカシ

ー活動は、ホワイトバンドを身につけた一人ひ

とりが「主役」であることを認識させられる貴

重なイベントとなりました。

「VOICE

フライヤー

ステッカー
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助成事業「アドボカシー・スタ

ートアップ・イニシアティブ」

を開始（第1期4月～6月／第2

期8月～2007年3月）

ホームレス支援の雑誌「BIG

ISSUE」裏表紙に全9回の連

載で意見広告の掲載（4月1

日～11月1日）

4月～6月　千葉大学にてオム

ニバス講座開催（全15回）

第1回「ほっとけナイト」（26日）

ゲスト：林達雄

「貧困の新しいなくしかた」

第2回「ほっとけナイト」（19日）

ゲスト：清野和彦氏

「一歩前に踏み出そう、貧困を

なくすために」

第3回「ほっとけナイト」（10日）

「昼のおおさかでほっとけナイ

ト」

第4回「ほっとけナイト」（14日）

ゲスト：佐久間智子氏

「『お弁当ゲーム』で世界を感

じよう」

第5回「ほっとけナイト」（23日）

ゲスト：大崎麻子氏

「貧しさとは何か？」

林達雄、ロシアCivilG8（政府

と市民社会の対話の場）に

参加（7月3日、4日）

ロシアG8サミット開催（15

～17日@サンクトペテルブル

グ）貧困問題の解決に向けた

進展なし

GCAPG8グループ・ミーティ

ングに参加（ドイツ）

2007年ドイツＧ８サミットに

向けた連携の協議

ギネスに挑戦「STAND UP」

開催

世界中で、貧困問題解決のた

めに立ち上がった人の数

23,542,614名 

世銀・IMFの年次総会に合わ

せ「ホワイトバンド月間」スタ

ート（9月16日～10月16日)

「国際ピープルズ・フォーラ

ム」（インドネシア）にてイベ

ント「貧困と債務に関するア

ジア民衆法廷」を開催

3月

GCAPアジア会議開催  

＜2006年夏のセミナーシリ

ーズ＞

第1弾「MDGs達成に向けた

人権に基づく開発アプロー

チの活用～市民社会組織の

役割とは～」（1日）

ゲスト：セリム・ジャハン（UN

DP開発政策局貧困削減顧

問）参加者：30名

第2弾シンポジウム「今なら

なくせる世界の貧困～国連ミ

レニアムキャンペーンの取り

組みと一人ひとりができるこ

と」（23日＠国連大学）

ゲスト：サリル・シェティ氏（国

連ミレニアムキャンペーン・ディ

レクター）

参加者：105名

第3弾ワークショップ「世界

の貧困をほっとかない～市

民ムーブメントの作り方教

えます（3日）

ゲスト：クミ・ナイドゥ氏（CIVICUS

事務局長／GCAP前共同議

長）参加者：40名

第6回「ほっとけナイト」（6日）

ゲスト：クミ・ナイドゥ氏

「私たちにもできるアドボカ

シー～南アフリカのクミさ

んと語ろう」

絵本『ほっとけない世界のま

ずしさ』（扶桑社）出版

日比谷公園グローバルフェ

スタに出展（30日、10月1日）

ワークショップ「2005年グレ

ンイーグルス・サミットから

なにが学べるか～貧困削減

に向けて、政府と市民社会は

どう対話したか」共同開催

（14日）

英国大使館、DFID、JICA、

JANIC、TCSF共催

ギネスに挑戦「STAND UP」

開催（15日）

日本の記録は、全国で2,711

名。日比谷シティ広場には約

300名が集まる

「『新しい日本のODA』を語る

会」にて、「ほっとけない」のビ

ジョンを発表（29日）政策研

究大学院大学（GRIPS）主宰

の定期会合でマルチステーク

ホルダーと対話

英ロックバンドＵ2来日、共同

アクション（11月29日～30

日、12月4日）

サイバーアクションの実施、ボ

ノからのプレゼント・ホワイト

リボンの配布

賛同アーティストMISIA全国

ツアーにおけるブース出展（12

月9日～2007年2月10日）

全国8ヶ所 各地のボランティ

アと交流

2月

大阪「ワンワールド・フェステ

ィバル」に出展。

林達雄、ODAタウンミーティ

ングに出演

2007年4月

「ほっとけない世界のまずし

さ」は特定非営利活動法人と

なりました。

    

私たちは、これまでにこんな活動を展開してきました。

※助成事業「アドボカシー・スタートアップ・イニシアティブ（ASI）」案件名一覧

第1・2期
（特活）アフリカ日本協議会
「地球規模HIV/AIDS問題に関する政策アドボカシー事業」

（特活）ACE
「児童労働アドボカシーキャンペーンおよび戦略策定のための基本調査」

（特活）国際協力NGOセンター（JANIC）
「MDGsに係るG7-NGOアライアンス連携と国内啓発および政策提言の強化」

第2期
（特活）オックスファム・ジャパン
「途上国における公的必須社会サービス制度強化に向けた国内政策アジェンダ設定促進事業」

教育協力NGOネットワーク（JNNE）
「EFA（万人のための教育）キャンペーン強化事業」

（特活）TICAD市民社会フォーラム
「アフリカ貧困撲滅のためのODA改善提言作成と
  2008年に向けたグローバル市民社会ネットワーク構築」

「お金ではなく、あなたの声をください。」この一言から、私の人生は変わりました。「ほっ

とけない世界のまずしさ」に出会えて、今が、未来が広がります。　　　　  藤井葉子さん

ホワイトバンドの輪のようにつながった気持ち、私たちはこの気持ちを胸に大切な地球の

ために仲間とともにこれからも活動を続けていきます。私たちが夫婦となる縁を作ってく

れた「ほっとけない 世界のまずしさ」キャンペーンに感謝します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大西俊介さん、大西 茜さん｠

ほっとけない世界のまずしさに寄せられたお声の一部をご紹介します。

サリル・シェティ氏

クミ・ナイドゥ氏

　貧困を作り出すしくみを変え、ミレニアム開発目標を

実現させる政策提言やアドボカシーに取り組んでいる

NGOを支援する助成事業。助成先は計6団体※。案件

は、初等教育、感染症、公的必須サービス、アフリカ、

ODA改善提言、グローバルなネットワーク形成など。

2008年に日本で行われるG8サミットに向けたNGOの

取り組みに大きな弾みをつけました。

　千葉大学、ホワイトバンド･プロジェクトとの協力で、

普遍教育総合科目の1コマでオムニバス形式の講義「世

界の貧困問題をいかに解決できるか～「ホワイトバン

ド」の取り組みを事例として」（全15回）を実施。

　「ほっとけない世界のまずしさ」の関係者やNGO、

国連機関、メディア、企業などの分野から講師を迎え、

多様な視点から貧困問題の取り組みを知り考えるユニ

ークな講義となり、約350名の学生からも好評を得ま

した。
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助成事業「アドボカシー・スタ

ートアップ・イニシアティブ」

を開始（第1期4月～6月／第2

期8月～2007年3月）

ホームレス支援の雑誌「BIG

ISSUE」裏表紙に全9回の連

載で意見広告の掲載（4月1

日～11月1日）

4月～6月　千葉大学にてオム

ニバス講座開催（全15回）

第1回「ほっとけナイト」（26日）

ゲスト：林達雄

「貧困の新しいなくしかた」

第2回「ほっとけナイト」（19日）

ゲスト：清野和彦氏

「一歩前に踏み出そう、貧困を

なくすために」

第3回「ほっとけナイト」（10日）

「昼のおおさかでほっとけナイ

ト」

第4回「ほっとけナイト」（14日）

ゲスト：佐久間智子氏

「『お弁当ゲーム』で世界を感

じよう」

第5回「ほっとけナイト」（23日）

ゲスト：大崎麻子氏

「貧しさとは何か？」

林達雄、ロシアCivilG8（政府

と市民社会の対話の場）に

参加（7月3日、4日）

ロシアG8サミット開催（15

～17日@サンクトペテルブル

グ）貧困問題の解決に向けた

進展なし

GCAPG8グループ・ミーティ

ングに参加（ドイツ）

2007年ドイツＧ８サミットに

向けた連携の協議

ギネスに挑戦「STAND UP」

開催

世界中で、貧困問題解決のた

めに立ち上がった人の数

23,542,614名 

世銀・IMFの年次総会に合わ

せ「ホワイトバンド月間」スタ

ート（9月16日～10月16日)

「国際ピープルズ・フォーラ

ム」（インドネシア）にてイベ

ント「貧困と債務に関するア

ジア民衆法廷」を開催

3月

GCAPアジア会議開催  

＜2006年夏のセミナーシリ

ーズ＞

第1弾「MDGs達成に向けた

人権に基づく開発アプロー

チの活用～市民社会組織の

役割とは～」（1日）

ゲスト：セリム・ジャハン（UN

DP開発政策局貧困削減顧

問）参加者：30名

第2弾シンポジウム「今なら

なくせる世界の貧困～国連ミ

レニアムキャンペーンの取り

組みと一人ひとりができるこ

と」（23日＠国連大学）

ゲスト：サリル・シェティ氏（国

連ミレニアムキャンペーン・ディ

レクター）

参加者：105名

第3弾ワークショップ「世界

の貧困をほっとかない～市

民ムーブメントの作り方教

えます（3日）

ゲスト：クミ・ナイドゥ氏（CIVICUS

事務局長／GCAP前共同議

長）参加者：40名

第6回「ほっとけナイト」（6日）

ゲスト：クミ・ナイドゥ氏

「私たちにもできるアドボカ

シー～南アフリカのクミさ

んと語ろう」

絵本『ほっとけない世界のま

ずしさ』（扶桑社）出版

日比谷公園グローバルフェ

スタに出展（30日、10月1日）

ワークショップ「2005年グレ

ンイーグルス・サミットから

なにが学べるか～貧困削減

に向けて、政府と市民社会は

どう対話したか」共同開催

（14日）

英国大使館、DFID、JICA、

JANIC、TCSF共催

ギネスに挑戦「STAND UP」

開催（15日）

日本の記録は、全国で2,711

名。日比谷シティ広場には約

300名が集まる

「『新しい日本のODA』を語る

会」にて、「ほっとけない」のビ

ジョンを発表（29日）政策研

究大学院大学（GRIPS）主宰

の定期会合でマルチステーク

ホルダーと対話

英ロックバンドＵ2来日、共同

アクション（11月29日～30

日、12月4日）

サイバーアクションの実施、ボ

ノからのプレゼント・ホワイト

リボンの配布

賛同アーティストMISIA全国

ツアーにおけるブース出展（12

月9日～2007年2月10日）

全国8ヶ所 各地のボランティ

アと交流

2月

大阪「ワンワールド・フェステ

ィバル」に出展。

林達雄、ODAタウンミーティ

ングに出演

2007年4月

「ほっとけない世界のまずし

さ」は特定非営利活動法人と

なりました。

    

私たちは、これまでにこんな活動を展開してきました。

※助成事業「アドボカシー・スタートアップ・イニシアティブ（ASI）」案件名一覧

第1・2期
（特活）アフリカ日本協議会
「地球規模HIV/AIDS問題に関する政策アドボカシー事業」

（特活）ACE
「児童労働アドボカシーキャンペーンおよび戦略策定のための基本調査」

（特活）国際協力NGOセンター（JANIC）
「MDGsに係るG7-NGOアライアンス連携と国内啓発および政策提言の強化」

第2期
（特活）オックスファム・ジャパン
「途上国における公的必須社会サービス制度強化に向けた国内政策アジェンダ設定促進事業」

教育協力NGOネットワーク（JNNE）
「EFA（万人のための教育）キャンペーン強化事業」

（特活）TICAD市民社会フォーラム
「アフリカ貧困撲滅のためのODA改善提言作成と
  2008年に向けたグローバル市民社会ネットワーク構築」

「お金ではなく、あなたの声をください。」この一言から、私の人生は変わりました。「ほっ

とけない世界のまずしさ」に出会えて、今が、未来が広がります。　　　　  藤井葉子さん

ホワイトバンドの輪のようにつながった気持ち、私たちはこの気持ちを胸に大切な地球の

ために仲間とともにこれからも活動を続けていきます。私たちが夫婦となる縁を作ってく

れた「ほっとけない 世界のまずしさ」キャンペーンに感謝します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大西俊介さん、大西 茜さん｠

ほっとけない世界のまずしさに寄せられたお声の一部をご紹介します。

サリル・シェティ氏

クミ・ナイドゥ氏

　貧困を作り出すしくみを変え、ミレニアム開発目標を

実現させる政策提言やアドボカシーに取り組んでいる

NGOを支援する助成事業。助成先は計6団体※。案件

は、初等教育、感染症、公的必須サービス、アフリカ、

ODA改善提言、グローバルなネットワーク形成など。

2008年に日本で行われるG8サミットに向けたNGOの

取り組みに大きな弾みをつけました。

　千葉大学、ホワイトバンド･プロジェクトとの協力で、

普遍教育総合科目の1コマでオムニバス形式の講義「世

界の貧困問題をいかに解決できるか～「ホワイトバン

ド」の取り組みを事例として」（全15回）を実施。

　「ほっとけない世界のまずしさ」の関係者やNGO、

国連機関、メディア、企業などの分野から講師を迎え、

多様な視点から貧困問題の取り組みを知り考えるユニ

ークな講義となり、約350名の学生からも好評を得ま

した。
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「ほっとけない世界のまずしさ」について、私たちが考えたこと。

14

＊貧困の諸相－－浮上できる国とできない国。

－世界の貧困問題を議論していく上で、まず冷戦後、なぜ各

国、各地域が、経済的に同じような形で成長できなかったの

でしょうか。そのあたりからお話が進めばと思います。

藤井　アフリカ・コンゴの一人当たりGNPは、30年前は韓国

の1/3から1/5でした。それがなぜ、この30年間で韓国は今の

状態にあり、アフリカは今の状態にあるのか。民主主義とい

うシステムを外から移植することは、非常に難しく、多くは

失敗します。同じように、貧困はある意味で経済システムの

問題なので、それを外からインポーズできるのか。アジアの

一部が非常に豊かになり、アフリカの一部は全くそうではな

かったことを説明するのは、教育や市場を含めた中のシステ

ムの問題だと思っています。

末吉　一国内でも一地域内でも、あるいは国と国の関係でも、

格差が出るのはいったい誰の責任なのか。個人が責任を取れ

る貧困なのか、責任をとれない貧

困なのかの違いを見ていかないと

判断を誤ります。個人には責任が

ない貧困を世界が生み出すとした

ら、そのシステムをどう考えるべ

きなのか。まさに今、グローバリ

ゼーションの負の遺産の見直しを

しようと、チェックが入っている

のだと思います。

池上　これも経済の話ですが、人

口転換が進む中で、人口ボーナス

というチャンスがあります。労働

人口が増え、扶養人口が少ない時

のことで、若い人たちの人口が多

く、彼らが労働参加し、質のいい

労働力を市場に提供していくこと

ができた国は、テイクオフがうま

くいったのではないかという現象です。例えば、アフリカの

国々が人口ボーナスを使えるのか、使えないのか。人口ボー

ナスはその国に一回しか来ないチャンスなので、それが使い

切れなかったら浮上は難しいという人たちがいます。日本は

それをうまく使った例でしょう。

古在　私は20年ほど前から、タイで日本のODA、JICA、さ

らに企業の活躍ぶりを目

の当たりにして、どちら

かというと敵視していま

した（笑）。なんと壮大

な無駄が行われているの

かと。JICAの援助で、日

本のコンピュータがどー

んと100台入ってくる。

しかし、基本的に、日本

のメーカーの日本語OSで

すから、英文マニュアル

はあるものの、誰も使わ

ないのです。経済状態は

総量的にはよくなりまし

たが、正しい仕組みを作

ることがすごく大事だな

と感じました。

＊ODAをはじめとする支援の難しさ。

末吉　そのお話で、ODAだけでいうと、日本の単年度予算主

義の弊害が出ていると思いますね。つまり、日本のお役人は、

どこにODAをつけるかの入り口にはすごく熱心なんです。し

かし、いったん予算が決まったら、あとはどう使われるかには

関心がない。

池上　成果としては無駄でなかった支援もあると思うんです

ね。ただ、その単年度予算の問題に加えて、もう一つあります

ね。今までは、お金をつけることや人を送ることが中心でし

た。どんな人を送り、何を教えるのか、何を目的として行くの

か、かつ行った結果何か変わったか、何がよくなって悪くなっ

たかが問われないまま、長い間きてしまった。最近ようやく、

成果主義が言われるようになってきました。

古在　貧困をなくすためにできることの一つには、教育があ

るはずなんですよね。教師の養成が第一ですが、それはでき

ることなんです。投資効果が非常に高い教育をしているの

は、NGOが圧倒的に多いという感じを持っています。

末吉　日本のODAのお金の使い方に、日本人がどこまで理解

して、その使途にどれだけ発言権を持っているか。日本の国

民の税金を何に使うべきか、例えばもっと教育にお金を回す

ようなODAをしろということも重要ではないでしょうか。

池上　それは提言していかないといけないでしょう。社会開

発に当たっては、教育、保健、環境、貧困削減などが重要だ

から、それらを中心にしていくという政策を大きく打ち出して

行く方がいいと思うのです。今までのODAは、やはりインフ

ラを整備する、経済成長

を優先して進んだと思う

んですね。

藤井　貧困に対する処方

箋がわかっているのな

ら、それが実行されてい

るはずだし、今のアフリ

カの状況を否定的に見る

ならば、客観的に言える

ことは今までのNGO、ヨ

ーロッパ政府などのあら

ゆる取り組みが失敗して

きたということです。な

ぜアフリカは離陸しなか

ったのか。問題はODAな

のか。受け入れる国がど

ういう意志をもっているのかというのも問題です。ある個人の

貧困はその人に責任があるのか、環境など外的な要因による

のか、両方常に存在していて、外からはわかりません。

＊グローバリゼーションの裏側、環境問題と
　 の相関。

－－ビジネスの側面から言って、公正な貿易の実現などを通

じて、貧しい国が自立的に立ち上がってくる可能性はありま

すか。また、実利面を考える企業、そして消費者の動向から

変わっていくシナリオは考えられるのでしょうか。

藤井　貧困問題にこれだけみんなが関心を持つのは、グロー

バリゼーションの裏側だからなんですね。これには二つの裏が

あります。インド、中国など、グローバリゼーションによって

豊かになった地域が広がっている。しかし、そのプロセスなの

かも知れませんが、労働者の権利の侵害が起こっているので

はないか。児童労働や外資による搾取構造があるのではない

か。NGOは、その豊かさの裏側にアテンションを当てていま

す。さらに、もう一つの裏側の問

題は、グローバリゼーションの外

側に、どうしても豊かさの中に入

ってこられないエリアがある。そ

れをどうしたら中に取り込めるの

か。この2つの問題のそれぞれをど

んな風に考えるのか、NGOの個性

が出てくるところだと思います。

末吉　ビジネスの面から見ると、

マーケットや消費者の反応がどう

かというリスクについては、ビジネ

スは敏感に感じ取ります。一方、オ

ポチュニティという面からは、貧困

層がなくなって自分たちのマーケ

ットが広がれば、企業が長期安定

的にサバイバルできる。例えば、貧

困問題に対応することが世界のた

世界の貧困、そして「ほっとけない世界のまずしさ」の社会的責任や今後の方向などについて、

さまざまな知見をお持ちの有識者の方々に、議論していただきました。

藤井敏彦 氏
経済産業研究所
コンサルティングフェロー

古在豊樹 氏
経国立大学法人 千葉大学長、農学博士

池上清子 氏
国連人口基金  東京事務所長

末吉竹二郎 氏
国連環境計画  
金融イニシアチブ（UNEP FI） 特別顧問

司会：株式会社クレアン  CSRコンサルタント  山口智彦氏

国際基督教大学大学院で行政学修士号を取
得後、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）
定住促進担当、国連本部人事局行政官、家族
計画国際協力財団（JOICFP）調査計画部長、
同企画開発部長、国際家族計画連盟（IPPF）
ロンドン資金調達担当官などを経て、2002
年9月より現職。開発途上国での女性の健
康、リプロダクティブ・ヘルス／ライツ、人
口、HIV/エイズなど諸問題に取り組む。外務
省ＯＤＡ評価有識者会議委員、内閣官房長官
諮問機関アフガニスタンの女性支援に関す
る懇談会メンバーなどを歴任。また、保健分
野NGO間のネットワーク構築にも寄与。

千葉大学園芸学部卒、東京大学大学院農学系
研究科博士課程修了、農学博士の学位取得。
オランダ・ワーゲニンゲン・生物化学研究セ
ンター博士研究員、千葉大学園芸学部長等を
経て2005年4月より現職。日本太陽エネル
ギー学会理事、日本農業工学会理事、日本農
業気象学会理事、日本植物工場学会会長、日
本農業アカデミー理事等を歴任し、日本生物
環境工学学会名誉会員、財団法人農学会理
事等を兼務。長年に渡る研究活動への功績
として、日本農学賞、読売農学賞、紫綬褒章
等多数受賞。専門分野は生物環境調節学、農
業環境工学、農業気象学、植物組織培養学。
学術論文、著作多数。

前在欧日経ビジネス協議会（JBCE）事務局長。
1987年東京大学経済学部卒、同年通商産
業省（当時）入省。1994年ワシントン大学
MBA、1998年から2年間産業政策局にお
いて産業再生法案起草、緊急経済対策を担
当の後、2000年より4年間JBCA事務局長
としてブリュッセルに駐在、欧州の日系企
業の意見を代表するロビー活動を展開。
現在、現職にてEU、環境規制、CSRを研究。

東京大学経済学部卒、三菱銀行ニューヨー
ク支店長、取締役、東京三菱銀行信託会社(ニ
ューヨーク)頭取、日興アセットマネジメン
ト副社長等歴任後、日興アセットが開発し
た「エコファンド」を世界に紹介したことを
契機に国連環境計画・金融イニシアチブ
(UNEP FI)の運営委員を経て現職に就任。
川崎市国際環境施策参与、鹿児島市環境ア
ドヴァイザー。03年10月、UNEP FI国際会
議を東京へ招致。UNEP FIに関わるほか、
環境問題や企業の社会的責任(CSR/SRI)の
啓発に努めている。 
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「ほっとけない世界のまずしさ」について、私たちが考えたこと。

14

＊貧困の諸相－－浮上できる国とできない国。

－世界の貧困問題を議論していく上で、まず冷戦後、なぜ各

国、各地域が、経済的に同じような形で成長できなかったの

でしょうか。そのあたりからお話が進めばと思います。

藤井　アフリカ・コンゴの一人当たりGNPは、30年前は韓国

の1/3から1/5でした。それがなぜ、この30年間で韓国は今の

状態にあり、アフリカは今の状態にあるのか。民主主義とい

うシステムを外から移植することは、非常に難しく、多くは

失敗します。同じように、貧困はある意味で経済システムの

問題なので、それを外からインポーズできるのか。アジアの

一部が非常に豊かになり、アフリカの一部は全くそうではな

かったことを説明するのは、教育や市場を含めた中のシステ

ムの問題だと思っています。

末吉　一国内でも一地域内でも、あるいは国と国の関係でも、

格差が出るのはいったい誰の責任なのか。個人が責任を取れ

る貧困なのか、責任をとれない貧

困なのかの違いを見ていかないと

判断を誤ります。個人には責任が

ない貧困を世界が生み出すとした

ら、そのシステムをどう考えるべ

きなのか。まさに今、グローバリ

ゼーションの負の遺産の見直しを

しようと、チェックが入っている

のだと思います。

池上　これも経済の話ですが、人

口転換が進む中で、人口ボーナス

というチャンスがあります。労働

人口が増え、扶養人口が少ない時

のことで、若い人たちの人口が多

く、彼らが労働参加し、質のいい

労働力を市場に提供していくこと

ができた国は、テイクオフがうま

くいったのではないかという現象です。例えば、アフリカの

国々が人口ボーナスを使えるのか、使えないのか。人口ボー

ナスはその国に一回しか来ないチャンスなので、それが使い

切れなかったら浮上は難しいという人たちがいます。日本は

それをうまく使った例でしょう。

古在　私は20年ほど前から、タイで日本のODA、JICA、さ

らに企業の活躍ぶりを目

の当たりにして、どちら

かというと敵視していま

した（笑）。なんと壮大

な無駄が行われているの

かと。JICAの援助で、日

本のコンピュータがどー

んと100台入ってくる。

しかし、基本的に、日本

のメーカーの日本語OSで

すから、英文マニュアル

はあるものの、誰も使わ

ないのです。経済状態は

総量的にはよくなりまし

たが、正しい仕組みを作

ることがすごく大事だな

と感じました。

＊ODAをはじめとする支援の難しさ。

末吉　そのお話で、ODAだけでいうと、日本の単年度予算主

義の弊害が出ていると思いますね。つまり、日本のお役人は、

どこにODAをつけるかの入り口にはすごく熱心なんです。し

かし、いったん予算が決まったら、あとはどう使われるかには

関心がない。

池上　成果としては無駄でなかった支援もあると思うんです

ね。ただ、その単年度予算の問題に加えて、もう一つあります

ね。今までは、お金をつけることや人を送ることが中心でし

た。どんな人を送り、何を教えるのか、何を目的として行くの

か、かつ行った結果何か変わったか、何がよくなって悪くなっ

たかが問われないまま、長い間きてしまった。最近ようやく、

成果主義が言われるようになってきました。

古在　貧困をなくすためにできることの一つには、教育があ

るはずなんですよね。教師の養成が第一ですが、それはでき

ることなんです。投資効果が非常に高い教育をしているの

は、NGOが圧倒的に多いという感じを持っています。

末吉　日本のODAのお金の使い方に、日本人がどこまで理解

して、その使途にどれだけ発言権を持っているか。日本の国

民の税金を何に使うべきか、例えばもっと教育にお金を回す

ようなODAをしろということも重要ではないでしょうか。

池上　それは提言していかないといけないでしょう。社会開

発に当たっては、教育、保健、環境、貧困削減などが重要だ

から、それらを中心にしていくという政策を大きく打ち出して

行く方がいいと思うのです。今までのODAは、やはりインフ

ラを整備する、経済成長

を優先して進んだと思う

んですね。

藤井　貧困に対する処方

箋がわかっているのな

ら、それが実行されてい

るはずだし、今のアフリ

カの状況を否定的に見る

ならば、客観的に言える

ことは今までのNGO、ヨ

ーロッパ政府などのあら

ゆる取り組みが失敗して

きたということです。な

ぜアフリカは離陸しなか

ったのか。問題はODAな

のか。受け入れる国がど

ういう意志をもっているのかというのも問題です。ある個人の

貧困はその人に責任があるのか、環境など外的な要因による

のか、両方常に存在していて、外からはわかりません。

＊グローバリゼーションの裏側、環境問題と
　 の相関。

－－ビジネスの側面から言って、公正な貿易の実現などを通

じて、貧しい国が自立的に立ち上がってくる可能性はありま

すか。また、実利面を考える企業、そして消費者の動向から

変わっていくシナリオは考えられるのでしょうか。

藤井　貧困問題にこれだけみんなが関心を持つのは、グロー

バリゼーションの裏側だからなんですね。これには二つの裏が

あります。インド、中国など、グローバリゼーションによって

豊かになった地域が広がっている。しかし、そのプロセスなの

かも知れませんが、労働者の権利の侵害が起こっているので

はないか。児童労働や外資による搾取構造があるのではない

か。NGOは、その豊かさの裏側にアテンションを当てていま

す。さらに、もう一つの裏側の問

題は、グローバリゼーションの外

側に、どうしても豊かさの中に入

ってこられないエリアがある。そ

れをどうしたら中に取り込めるの

か。この2つの問題のそれぞれをど

んな風に考えるのか、NGOの個性

が出てくるところだと思います。

末吉　ビジネスの面から見ると、

マーケットや消費者の反応がどう

かというリスクについては、ビジネ

スは敏感に感じ取ります。一方、オ

ポチュニティという面からは、貧困

層がなくなって自分たちのマーケ

ットが広がれば、企業が長期安定

的にサバイバルできる。例えば、貧

困問題に対応することが世界のた

世界の貧困、そして「ほっとけない世界のまずしさ」の社会的責任や今後の方向などについて、

さまざまな知見をお持ちの有識者の方々に、議論していただきました。

藤井敏彦 氏
経済産業研究所
コンサルティングフェロー

古在豊樹 氏
経国立大学法人 千葉大学長、農学博士

池上清子 氏
国連人口基金  東京事務所長

末吉竹二郎 氏
国連環境計画  
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同企画開発部長、国際家族計画連盟（IPPF）
ロンドン資金調達担当官などを経て、2002
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めに必要だといった大義名分と同時に、自分たちのビジネス

もサバイブさせたい。日本のビジネスマンにあえて申し上げ

れば、オポチュニティばかり見ていてはだめなのではない

か。世界の貧困問題や環境問題を、自分たちのリスクとして

受け止めるセンスが求められています。

－－貧困の問題と環境問題、地球温暖化の問題とはかなり強

い相関関係があって、このまま気候変動が続けば、貧困の度

合いはいっそう増すのではないかと考えられます。

末吉　温暖化がもたらす気候変動、自然災害によって、最初

にかつ最も深刻に影響を受けるのは、最も弱い立場の人た

ち、最も貧しい人たち、最も貧しい国なんですよ。それは

2005年に米国を襲ったカトリーナの例でもわかる通りです。

このことを環境問題の発生源でもある先進国に住む我々はど

う捉えるべきなのかが、出発点として非常に重要です。

池上　おっしゃる通りだと思います。また、その貧しいグル

ープの中でも特に、子どもだったり、女性だったり、障がい

者だったりというような弱者の区分けもできるでしょうし、

人種的な区分もできますね。

古在　これまでの議論をうかがっていると、貧困の経験者で

ある私には、貧困な者の生理や心理があまりわかっていない

なという気がしてしまうのです。貧困な人間が何を幸せだと

思い、何を悲しいと思うのかを理解できないと、いいビジネ

スもいい行政もできない。例えば、貧困な人がいちばん嫌な

のは、「貧困でかわいそう」と言われることなんです。貧困

を体験したこともなく、あるいは貧困の中に実際に入って、

話を聞いてということもなく、システムをいくら考えて組ん

でも、砂上の楼閣だという感じがします。

＊「ほっとけない」の今後の運動のあり方に
　　期待したい。

－－「ほっとけない 世界のまずしさ」キャンペーンのホワイ

トバンドについては、功罪相なかばするところもあります

が、「罪」の部分に対してのお考えはありますか。

古在　確かに、ホワイトバンド運動の中でのPRの方法が結果

的に十分とは言えず、チャリティだと誤解してホワイトバン

ドを購入した人がいたと思います。その原因の一つとして、

本格的なアドボカシー運動が日本では初めてであり、そのた

めに「ほっとけない 世界のまずしさ」事務局の経験不足があ

ったことは否めません。とはいえ、それは、初めての経験の

場合は往々に起こりえることです。反省すべきところは反省

し、今後の運動方法の改善につなげていくことが重要です。

初めてのことで大方の予想を超えた結果が出たときは、誤解

とバッシングは生じやすい。それはそれで甘んじて受け、今

後の糧とすればよいのではないでしょうか。

藤井　ホワイトバンドへの批判の根にあるのは、個人的な見

解ですが、有名人を使った「派手」な演出に起因する部分が

大きいと思います。有名人を起用した訴えかけはその影響力

の裏側として必然的に「イメージ」先行になり、内容につい

てはほとんど説明されないか、もしくは説明していたとして

も受け取る側には伝わりにくい。有名タレントが出てくる

TVコマーシャルで製品説明がされないのと同じです。メッ

セージを受け取る側が「スター」と「貧困」という二つのシ

ンボルを直感的に結びつけたことが、キャンペーンの成功を

もたらしたし、同時に後に起こる問題も醸成したと言えるで

しょう。では、教訓は何でしょうか。2つあります。まずキ

ャンペーン効果とメッセージの正確性を両立していくこと。

これはある程度メッセージの訴求力を犠牲にする必要がある

かもしれない。「貧困撲滅」ではなく「貧困撲滅に努力する

NGO」への支援であることを述べるということです。次に商

業製品と同じですが、販売現場できちんと「製品」説明をす

ることではないでしょうか。

古在　今回の「ほっとけない」ムーブメントは、チャリティか

らアドボカシーへということで日本の運動のしかたを変えた、

大きな出来事だと思うんです。アドボカシーとは、私の理解で

は、お金をチャリティに使わず、貧困解決のための政策や政

府の仕組みを変えていく影響力を与えること。それと同時に、

庶民の関心を引き上げようという2つからなっているのです

ね。ただ私は、集まったお金は、アドボカシーではないことに

も使ってもよかったのかも知れないとは思っています。

末吉　NGOがする仕事は、中央政府がしないこと、できない

こと、関心を持たないこと。すると、政府や公的機関が取り

組まない問題で、貧困の問題に対してできる領域は何か。

NGOにもいろんなタイプがあります。「ほっとけない」は、

自分たちの存在感をどういうところに求め、どういう特徴を

出したいのかというところをもっと議論した方がいいんじゃ

ないでしょうか。

藤井　私はこれだけは申し上げようと思っていたんですが、

お金はNGOの人件費に使われるべきだと思うんです。思い切

っていい給料を出す（笑）。産業ロビイストとして、私はヨ

ーロッパのNGOと闘ってきたわけですが、NGOの人材のク

オリティの高さ、これは間違いなくある。端的に言うと給料

がすごく高いです。ヨーロッパでは、巨額の資金が特定の

NGOに渡されます。そのセレクションはいかに難しいかは想

像がつくでしょう。きちんといい待遇がなされるNGOを作る

べきだし、それは資金に限界がある以上、セレクティブにし

かやりようがない。その選択は民主的に行わなければ、いろ

んな批判が起こりえます。

池上　特にお金についてであれば、「ほっとけない」は一度

バッシングを経験したわけだから、それを教訓として生かし

て、オープンにして透明性を高め、誰が見てもわかるという

プロセスが必要ですね。

古在　今の千葉大学、多分他の大学もそうだと思うのです

が、非常に優秀な学生の集団は、NGO、NPO志望が多いん

ですよ。お金につられず、生きがいを求めている彼らのメン

タリティは理解しておく必要がある。千葉大学で世界の貧困

問題をいかに解決できるかという授業をしたら、400人ぐら

い集まりました。経済原則では計れないものを人間は持って

いると感じた人が、次代を作っていくのではないかという気

がしています。

池上　「ほっとけない」は非常にユニークなNGOだと思うん

ですね。アドボカシーとして、政治的コミットメントを引き

出したりできるNGOは重要で、ほっとけないの使命の一つで

あると思います。日本のNGOであるので、日本の政府、日本

の仕組み、日本企業、日本の他のNGOなどが相手ですよね。

もう一つ言いたいことは、なぜ日本人は国際的な問題、世界

の弱い人の話など、外で起きていることにこんなに関心が薄

いのか。教育のレベルとは連動しないんですね。

古在　それは重要なことです。きっかけが与えられてないん

ですね。社会にそうした問題を考えるきっかけを与える仕組

みがないのが、日本の教育システムの問題です。

末吉　NGOは一つの組織であって、お金を使い、人を巻き込

んでいくわけですから、ぜひ結果責任を取れる体制をしっか

り作っていただきたい。受託者責任を全うすることが非常に

重要だと思います。またそのことが、このグループの政策提

言や、さまざまなメッセージに対する信頼感を増してゆき、

サポートも強力になるのではないかと思います。またNGO

は、ビジネスの社会の人との交流がもっとあってもいいんじ

ゃないかという気がします。結果責任については、ビジネス

の世界が最もそのことに腐心しているのですから。NGOとビ

ジネスとの交流のモデルを作っていただきたいと思います。

池上　「ほっとけない」からいただいた資料には、貧困削減

の話、援助の質と量、貿易の話、債務超過といった言葉があ

ります。その概念自体ももちろん大切だと思いますが、一人

ひとりの命の重さ、一人ひとりが自分らしく生きていけるこ

とを大切にしていただきたい。特に自分が出産してみると、

命の重さに対する強い思いが出てくるんですね。また、中に

は社会的弱者の方に対してという言葉もありますし、国連人

口基金と同じ方向を向いていると思うのですが、せひそれを

忘れないでいただきたいですね。

古在　本当に一人ひとり、具体的にあの子、あの人と目に浮

かべることが大事だと思いますね。書類で経済効率やシステ

ムがどうこうではなく、命を慈しむ、育むという気持ち、そ

れは教育とすごく関連すると思います。

末吉　今、中央政府が税金を集め、予算で分担してお金を使

う、このチャネルが能力を失ってしまった。だから、NGOを

通じた寄付の世界もそうですが、違うチャネルを日本にもっと

作ろうじゃないか、そんな気運を作っていただきたいですね。

藤井　アドボカシーをしていくのなら、予算の配分を変える

ための法律案を出せばいいのです。政府に対する批判がある

のなら、国会を通してそれを変えていく。国会の形勢は、皆

さんが想像する以上に私たちに直接影響します。NGOは政治

と離れているのをよしとするとする人がいるのですが、僕は

そうではないのではないかと思っています。
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がしています。
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の仕組み、日本企業、日本の他のNGOなどが相手ですよね。

もう一つ言いたいことは、なぜ日本人は国際的な問題、世界

の弱い人の話など、外で起きていることにこんなに関心が薄

いのか。教育のレベルとは連動しないんですね。
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は、ビジネスの社会の人との交流がもっとあってもいいんじ

ゃないかという気がします。結果責任については、ビジネス

の世界が最もそのことに腐心しているのですから。NGOとビ

ジネスとの交流のモデルを作っていただきたいと思います。
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の話、援助の質と量、貿易の話、債務超過といった言葉があ

ります。その概念自体ももちろん大切だと思いますが、一人

ひとりの命の重さ、一人ひとりが自分らしく生きていけるこ

とを大切にしていただきたい。特に自分が出産してみると、

命の重さに対する強い思いが出てくるんですね。また、中に

は社会的弱者の方に対してという言葉もありますし、国連人

口基金と同じ方向を向いていると思うのですが、せひそれを

忘れないでいただきたいですね。
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かべることが大事だと思いますね。書類で経済効率やシステ

ムがどうこうではなく、命を慈しむ、育むという気持ち、そ

れは教育とすごく関連すると思います。

末吉　今、中央政府が税金を集め、予算で分担してお金を使

う、このチャネルが能力を失ってしまった。だから、NGOを

通じた寄付の世界もそうですが、違うチャネルを日本にもっと

作ろうじゃないか、そんな気運を作っていただきたいですね。

藤井　アドボカシーをしていくのなら、予算の配分を変える

ための法律案を出せばいいのです。政府に対する批判がある

のなら、国会を通してそれを変えていく。国会の形勢は、皆

さんが想像する以上に私たちに直接影響します。NGOは政治

と離れているのをよしとするとする人がいるのですが、僕は

そうではないのではないかと思っています。
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　2008年のG8サミットは「ほっとけない」だけではなく、日本のNGO全体が注目しています。その市民社会の声を１つに

まとめ、大きなものにしようと、2007年1月、「貧困・開発」、「環境」、「平和・人権」の3つの課題別ユニットから構成さ

れた「2008年G8サミットNGOフォーラム（事務局：JANIC、以下NGOフォーラム www.g8ngoforum.org）」が結成され

ました。「ほっとけない」は2007年６月以降、NGOフォーラムへの資金支援を行い、また貧困・開発ユニットの政策提言に

深く関わっています。9月からは、JANICとの共催で、貧困・開発ユニットの事務局機能を担っています。

　貧困・開発ユニットでは、「貧困問題を解決するためにはどうしたらいいか」について、専門知識や経験を持つNGOが集

まって、2007年10月、政策提言のための基礎資料※を作成しました。これをもとに、政府関係者と議論を進めていきます。

＊2008年G8サミットNGOフォーラムとともに、政府への働きかけを行います

　2005年のホワイトバンド・キャンペーンを通じて、私たちは、世界の貧困問題について関心を持つ人が日本にもたくさん

いることを知りました。2005年のキャンペーン時代から関係を築いてきた、全国各地の賛同団体、賛同個人・グループ、

協力企業、ボランティアやユース（若者のグループ）との貴重なネットワークを基盤にして、貧困問題に対する関心の声や

行動をより強いものにし、政策変更へとつなげていくキャンペーンを行っていきます。それと同時に、2005年に果たすこと

のできなかった、世界の貧困問題やアドボカシー、そしてホワイトバンドの本当の意味をわかりやすく伝えることを努力し

ていきます。その第一歩として、ミレニアム開発目標（MDGs）についても、日本版のロゴ（右ページ）を制作し、現在、国際

協力関係者に活用していただいています。今後は、このロゴを使用したシールやポストカードなどを制作し、わかりやす

い説明に努めます。

＊全国の「ほっとけない」声を１つにまとめます
　JANICは、2006年、ホワイトバンドの売上を活用したアドボカシー事業「ASI」※か

ら助成を受け、ミレニアム開発目標に係るG7NGOアライアンス連携と国内啓発及び

政策提言の強化を行いました。これが、現在、2008年の洞爺湖サミットに向け、約

100団体が参加するイシュー横断的な「2008年G8サミットNGOフォーラム」の結成に

つながりました。日本社会でアドボカシー活動への助成が稀な中、ほっとけない世界

のまずしさの資金がNGOの連携を促進したことは間違いありません。日本のNGOに

も、「アドボカシー活動は重要である」との認識が広がってきています。その最初の扉

を叩いたという功績が「ほっとけない」にはあると思います。

　私たち「ほっとけない世界のまずしさ」は、2007年4月、特定非営利活動法人として新たに出発しました。2008年は、日本

で5月にTICADIV（アフリカ開発会議）、7月にG8サミット（主要国首脳会議）が開催され、貧困問題やアフリカ問題などが

話し合われることになっています。議長国となる日本にとっては重要な年です。日本政府が、そして私たち日本人が、「どん

な世界をつくりたいか」、そのビジョンと姿勢を世界に示すチャンスです。

　そういったなか、ほっとけない世界のまずしさは、ミレニアム宣言の精神にのっとり、「貧困をなくすためのグローバル・

コール（GCAP）」の一員として、世界中の仲間とともにミレニアム開発目標（MDGs）の達成をめざす活動を続けます。特

に、これまで日本の市民社会ではありえなかった、数百万人の方々のご支援をいただいた2005年のホワイトバンド・キャン

ペーンの経験を生かしながら、改めてホワイトバンドの意味とアドボカシーについて広め、私たち日本人の貧困問題への関

心を喚起していきたいと考えています。2008年に向けた私たちの活動は以下の2つです。

※本基礎資料は、NGOフォーラムのウェブサイトに掲載されています。

ほっとけない世界のまずしさ：２００８年

「ほっとけない世界のまずしさ」の功績

下澤　嶽

事務局長
国際協力ＮＧＯセンター／
2008年G8サミットNGOフォーラム

MDGsツール ーー ポストカード、シール、ステッカー

※ＡＳＩ（アドボカシー・スタートアップ・イニシアティブ）は、ミレニアム開発目標の達成に向け政策提言活動を行うNGO団体への助成事業です。
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ホワイトバンド・プロジェクトの会計報告 2005年7月1日 ーー 2006年6月30日

＊ホワイトバンド・プロジェクト  会計報告　
     2005年7月1日～2006年6月30日

以下は、サニーサイドアップ主催のホワイトバンド・プロジェクトの会

計報告（2005年7月1日～2006年6月30日まで）です。

サニーサイドアップから任意団体「ほっとけない世界のまずしさ」への支払は、P.21およびP.23の収支計算書に以下のよう

に計上されています。

　a.絵本製作・出版 10,710,000円 
　　→ P.23収支計算書（2006年4月1日～2007年3月31日） 資金収支の部－２ 事業収入 書籍受贈収入 10,710,000円

　ｂ.受託事業費 17,000,000円
　　→ P.21収支計算書（2005年5月11日～2006年3月31日） 資金収支の部－２ 事業収入 受託事業収入 17,000,000円

　c.受託事業費 22,960,000円 
　　→ P.23収支計算書（2006年4月1日～2007年3月31日） 資金収支の部－２ 事業収入 受託事業収入 22,960,000円

　d. 「ほっとけない世界のまずしさ」への寄付 120,700,000円 
　　→ P.23収支計算書（2006年4月1日～2007年3月31日）
　　　資金収支の部－１ 寄付・助成金収入 128,527,866円に含まれています。

任意団体「ほっとけない世界のまずしさ」の2005年度（2005年５月11日～2006年3月31日）と2006年度（2006年4月1日

～2007年3月31日まで）の財務諸表と、同財務諸表に係る監査報告書は、本報告書のＰ.21～P.24をご覧下さい。

なお、2007年4月より、「ほっとけない世界のまずしさ」は特定非営利活動法人となりました。

ホワイトバンド売上額 300円×4,648,754本       　 ¥1,394,626,200

　  　 （以下消費税込み）   

ホワイトバンド原価及び製作経費　 　　　　 328,896,545

流通経費    　　　   539,201,669 

　　　　　

小計  　　　　　526,527,986

この①が、世界の貧困をなくすための活動費となりました。

■ 活動資金（526,527,986円）の使途

　◆アドボカシー活動に関わる制作費・媒体費  

　意見広告費   　　　　¥19,425,000　

　ホワイトバンド・プロジェクト・ブログ制作費 　　 　　　　131,500

　　　クリッキングフィルム撮影・編集費 　　　　　14,705,793

　　　キャンペーン・クリエイティブ制作費 　　　　　27,714,853

　　　クリッキングフィルム屋外ビジョン上映費 　　　　　  2,013,860 

　　　クリッキングフィルム基本広報素材 　　　　　  1,066,360

　啓発用映像制作費  　　　　　15,750,000

　絵本製作・出版  　　　　　10,710,000

　広報企画立案・広報基本活動費 　　　　　28,000,000

　啓発活動プロモーション費 　　　　　25,820,700

　ホワイトバンド・プロジェクト事務局経費 　　　　　12,500,000

　啓発素材制作費（ポスター等印刷物・映像編集）　　   　9,964,275

　媒体取材協力費  　　　　　　 450,000

　その他費用（資料送付代、移動・交通費等） 　　　　　 2,000,000

　イベント経費（ホワイトバンドデー）

　　　メディアアプローチ設計費・広報素材制作費           　3,000,000

　　　ホワイトバンド　オン　東京タワー経費 　　　　　13,650,000

　　　ホワイトバンド　映画祭経費 　　　　　 2,500,000

　　　当日配布資料デザイン・制作・配送費 　　　　　 　420,525

　　　キャンペーン経費 　　　　　 　　　　　　　　　　　　472,500

　「ほっとけない世界のまずしさ」委託事業費 　　　　　 17,000,000

　「ほっとけない世界のまずしさ」委託事業費 　　　　　22,960,000

　小計  　　　　 230,255,366

　①－②　   　　　　 296,272,620

　課税所得（消費税抜き） 　　　 　282,164,400

　法人税（42%）  　　　　　118,509,048

　税引き後利益  　　　　¥163,655,352 

  

　◆ アドボカシー活動に関わる寄付

　ＧＣＡＰアジア、アフリカへの支援 　　　　　¥2,167,540

　世界エイズ・結核・マラリア対策基金（国連財団経由）　　29,635,000

　AIDS & ソサエティ 　　　　　 　　　　　　　　　　  5,820,000　

　アドボカシー・スタートアップ・イニシアチブ（第一期）　　 　5,355,750　

　小計  　　　　　42,978,290

 　④－⑤　  　　　　　120,677,062

　「ほっとけない世界のまずしさ」への寄付 　　　　¥120,700,000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（端数切り上げ）

■ ホワイトバンド売上げの資金使途

ホワイトバンド
原価及び製作経費

23.6％

法人税・消費税  
25.2％

世界の貧困をなくす
活動費

37.8％

流通経費

38.6％

------a

-------b

-------c

------②

------③

------④

------⑤

------ｄ

ホワイトバンド売上額（465万本）13億9千万円

任意団体
「ほっとけない世界のまずしさ」

への寄付

13億9千万円

------①

5億2千万円

アドボカシー活動に
関わる寄付  8.2％

制作費・媒体費・
委託事業費  43.7％

1億2千万円  22.9％
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＊ホワイトバンド・プロジェクト  会計報告　
     2005年7月1日～2006年6月30日
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に計上されています。
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■ 活動資金（526,527,986円）の使途

　◆アドボカシー活動に関わる制作費・媒体費  

　意見広告費   　　　　¥19,425,000　

　ホワイトバンド・プロジェクト・ブログ制作費 　　 　　　　131,500

　　　クリッキングフィルム撮影・編集費 　　　　　14,705,793

　　　キャンペーン・クリエイティブ制作費 　　　　　27,714,853

　　　クリッキングフィルム屋外ビジョン上映費 　　　　　  2,013,860 

　　　クリッキングフィルム基本広報素材 　　　　　  1,066,360

　啓発用映像制作費  　　　　　15,750,000

　絵本製作・出版  　　　　　10,710,000

　広報企画立案・広報基本活動費 　　　　　28,000,000

　啓発活動プロモーション費 　　　　　25,820,700

　ホワイトバンド・プロジェクト事務局経費 　　　　　12,500,000

　啓発素材制作費（ポスター等印刷物・映像編集）　　   　9,964,275

　媒体取材協力費  　　　　　　 450,000
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　①－②　   　　　　 296,272,620
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■ ホワイトバンド売上げの資金使途

ホワイトバンド
原価及び製作経費

23.6％

法人税・消費税  
25.2％

世界の貧困をなくす
活動費

37.8％

流通経費

38.6％

------a

-------b

-------c

------②

------③

------④

------⑤

------ｄ

ホワイトバンド売上額（465万本）13億9千万円

任意団体
「ほっとけない世界のまずしさ」

への寄付

13億9千万円

------①

5億2千万円

アドボカシー活動に
関わる寄付  8.2％

制作費・媒体費・
委託事業費  43.7％

1億2千万円  22.9％



21 22

任意団体「ほっとけない世界のまずしさ」財務諸表と監査報告書　　2005年5月11日 ーー 2006年3月31日

（資金収支の部）
Ⅰ　経常収支の部
　１　寄付・助成金収入
　　　　寄付・助成金収入
　２　事業収入
　　　　物品販売事業収入
　　　　受託事業収入
　３　雑収入
　　　　受取利息
　　　　雑収入
　　　経常収入合計

Ⅱ　経常支出の部
　１　啓発活動事業費
　　　　新聞・雑誌広告費
　　　　ウェブサイト運営費
　　　　イベント費
　　　　教材製作費
　　　　業務委託費
　　　　旅費交通費
　　　　寄付・助成金支出
　　　　その他
　２　物品販売事業費
　　　　物品販売原価
　　　　物品発送費
　３　人件費
　　　　役員報酬　
　　　　給料手当
　　　　法定福利費
　　　　福利厚生費
　　　　旅費交通費
　４　管理費
　　　　会議費
　　　　通信費

33,686 ,887

21,344 ,620
17,000,000

73
229,900

11,985 ,750
6 ,897,870
4 ,765 ,184
4 ,265 ,250
704 ,200
1,220,795
3 ,805,374
1,768 ,951

14 ,090,700
362 ,523

3 ,443 ,000
11,510,348

81,634
16 ,948

1,518 ,835

468 ,797
736 ,587

33 ,686 ,887

38 ,344 ,620

229,973

35,413 ,374

14 ,453 ,223

16 ,570,765

72 ,261,480

科　目 金　額

　　　　消耗品費
　　　　地代家賃
　　　　支払報酬
　　　　租税公課
　　　　広告宣伝費
　　　　新聞図書費
　　　　支払手数料
　　　　交際費
　　　　雑費
　　　経常支出合計
　　　経常収支差額

Ⅲ　その他資金支出の部
　１　固定資産取得支出
　　　　工具器具備品購入支出
　　　その他資金支出合計
　　　当期収支差額
　　　前期繰越収支差額
　　　次期繰越収支差額

（正味財産増減の部）
Ⅳ　正味財産増加の部
　１　資産増加額
　　　　当期収支差額（再掲）
　　　　工具器具備品購入額
　　　増加額合計

Ⅴ　正味財産減少の部
　１　資産減少額
　　　　工具器具備品減価償却額
　　　減少額合計
　　　当期正味財産増加額
　　　前期繰越正味財産額
　　　当期正味財産合計

565,732
410,000
629,550
400,914
98 ,700
39,141
165,880
37,750
400

727,865

3 ,553 ,451

727,865

1,542 ,802
727,865

155,877

69,990,813
2 ,270,667

727,865
1,542 ,802

0
1,542 ,802

2 ,270,667

155,877
2 ,114 ,790

0
2 ,114 ,790

科　目 金　額

収支計算書 2005年5月11日から2006年3月31日

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　現金
　　　普通預金
　　　商品
　　　未収入金
　　　　　流動資産合計
　２　固定資産
　　　工具器具備品
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産の部合計

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　未払費用
　　　預り金
　　　　　流動負債合計
　　　　　負債の部合計

Ⅲ　正味財産の部
　　前期繰越正味財産
　　当期正味財産増加額
　　　　正味財産合計
　　　　負債及び正味財産合計

15,490
4 ,809,164
1,092 ,000

9,820

571,988

4 ,151,752
231,920

5,926 ,474

571,988

4 ,383 ,672

0
2 ,114 ,790

6 ,498 ,462

4 ,383 ,672

2 ,114 ,790
6 ,498 ,462

科　目

科　目

金　額

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　現金　　　現金手元有高　
　　　普通預金　さわやか信用金庫芝浦支店
　　　商品　　　ホワイトバンド　10,400個　
　　　未収入金
　　　　　流動資産合計
　２　固定資産
　　　工具器具備品　パソコン6台
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産の部合計

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　未払費用　3月分人件費、啓発費、他
　　　預り金　　源泉税預り金
　　　　　流動負債合計
　　　　　負債合計
　　　　　　正味財産

現金
普通預金
商品
未収入金
　　　合　計
未払費用
預り金
　　　合　計
次期繰越収支差額

科　目
工具器具備品
合　計

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

15,490
4,809,164
1,092,000

9,820
5,926,474
4,151,752
231,920
4,383,672
1,542,802

727,865
727,865

155,877
155,877

571,988
571,988

15,490
4 ,809,164
1,092 ,000

9,820

571,988

4 ,151,752
231,920

5,926 ,474

571,988

4 ,383 ,672

6 ,498 ,462

4 ,383 ,672
2 ,114 ,790

科　目・摘　要 金　額

当期末残高

貸借対照表

１．重要な会計方針

　（1）当団体の計算書類については、「特定非営利活動

　　　法人の会計の手引き（経済企画庁国民生活局）」に

　　　基づいて作成する。

　（2）固定資産の減価償却について

　　　耐用年数が1年以上で、かつ、取得価額が100,000円

　　　以上の使用目的資産について固定資産として計上し、

　　　減価償却については見積り耐用年数に基づく定率法

　　　によっている。

　（3）資金の範囲について

　　　資金の範囲には、流動資産及び流動負債を含めている。

　　　なお、当期末残高は、下記３．に記載するとおりである。

２．担保提供資産

　　　該当なし。

財産目録 2006年3月31日現在2006年3月31日現在

計算書類に対する注記

３．次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残
　 高は次のとおりである。

５．保証債務

　　　該当なし。

※ 印影を黒塗りしております。

Kei
長方形

Kei
長方形
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任意団体「ほっとけない世界のまずしさ」財務諸表と監査報告書　　2005年5月11日 ーー 2006年3月31日

（資金収支の部）
Ⅰ　経常収支の部
　１　寄付・助成金収入
　　　　寄付・助成金収入
　２　事業収入
　　　　物品販売事業収入
　　　　受託事業収入
　３　雑収入
　　　　受取利息
　　　　雑収入
　　　経常収入合計

Ⅱ　経常支出の部
　１　啓発活動事業費
　　　　新聞・雑誌広告費
　　　　ウェブサイト運営費
　　　　イベント費
　　　　教材製作費
　　　　業務委託費
　　　　旅費交通費
　　　　寄付・助成金支出
　　　　その他
　２　物品販売事業費
　　　　物品販売原価
　　　　物品発送費
　３　人件費
　　　　役員報酬　
　　　　給料手当
　　　　法定福利費
　　　　福利厚生費
　　　　旅費交通費
　４　管理費
　　　　会議費
　　　　通信費

33,686 ,887

21,344 ,620
17,000,000

73
229,900

11,985 ,750
6 ,897,870
4 ,765 ,184
4 ,265 ,250
704 ,200
1,220,795
3 ,805 ,374
1,768 ,951

14 ,090,700
362 ,523

3 ,443 ,000
11,510,348

81,634
16 ,948

1,518 ,835

468 ,797
736 ,587

33 ,686 ,887

38 ,344 ,620

229,973

35,413 ,374

14 ,453 ,223

16 ,570,765

72 ,261,480

科　目 金　額

　　　　消耗品費
　　　　地代家賃
　　　　支払報酬
　　　　租税公課
　　　　広告宣伝費
　　　　新聞図書費
　　　　支払手数料
　　　　交際費
　　　　雑費
　　　経常支出合計
　　　経常収支差額

Ⅲ　その他資金支出の部
　１　固定資産取得支出
　　　　工具器具備品購入支出
　　　その他資金支出合計
　　　当期収支差額
　　　前期繰越収支差額
　　　次期繰越収支差額

（正味財産増減の部）
Ⅳ　正味財産増加の部
　１　資産増加額
　　　　当期収支差額（再掲）
　　　　工具器具備品購入額
　　　増加額合計

Ⅴ　正味財産減少の部
　１　資産減少額
　　　　工具器具備品減価償却額
　　　減少額合計
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565,732
410,000
629,550
400,914
98 ,700
39,141
165,880
37,750
400

727,865

3 ,553 ,451

727,865

1,542 ,802
727,865

155,877

69,990,813
2 ,270,667

727,865
1,542 ,802

0
1,542 ,802

2 ,270,667

155,877
2 ,114 ,790

0
2 ,114 ,790

科　目 金　額

収支計算書 2005年5月11日から2006年3月31日

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　現金
　　　普通預金
　　　商品
　　　未収入金
　　　　　流動資産合計
　２　固定資産
　　　工具器具備品
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産の部合計

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　未払費用
　　　預り金
　　　　　流動負債合計
　　　　　負債の部合計

Ⅲ　正味財産の部
　　前期繰越正味財産
　　当期正味財産増加額
　　　　正味財産合計
　　　　負債及び正味財産合計

15,490
4 ,809,164
1,092 ,000

9,820

571,988

4 ,151,752
231,920

5,926 ,474

571,988

4 ,383 ,672

0
2 ,114 ,790

6 ,498 ,462

4 ,383 ,672

2 ,114 ,790
6 ,498 ,462

科　目

科　目

金　額

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　現金　　　現金手元有高　
　　　普通預金　さわやか信用金庫芝浦支店
　　　商品　　　ホワイトバンド　10,400個　
　　　未収入金
　　　　　流動資産合計
　２　固定資産
　　　工具器具備品　パソコン6台
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産の部合計

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　未払費用　3月分人件費、啓発費、他
　　　預り金　　源泉税預り金
　　　　　流動負債合計
　　　　　負債合計
　　　　　　正味財産

現金
普通預金
商品
未収入金
　　　合　計
未払費用
預り金
　　　合　計
次期繰越収支差額

科　目
工具器具備品
合　計

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

15,490
4,809,164
1,092,000

9,820
5,926,474
4,151,752
231,920
4,383,672
1,542,802

727,865
727,865

155,877
155,877

571,988
571,988

15,490
4 ,809,164
1,092 ,000

9,820

571,988

4 ,151,752
231,920

5,926 ,474

571,988

4 ,383 ,672

6 ,498 ,462

4 ,383 ,672
2 ,114 ,790

科　目・摘　要 金　額

当期末残高

貸借対照表

１．重要な会計方針

　（1）当団体の計算書類については、「特定非営利活動

　　　法人の会計の手引き（経済企画庁国民生活局）」に

　　　基づいて作成する。

　（2）固定資産の減価償却について

　　　耐用年数が1年以上で、かつ、取得価額が100,000円

　　　以上の使用目的資産について固定資産として計上し、

　　　減価償却については見積り耐用年数に基づく定率法

　　　によっている。

　（3）資金の範囲について

　　　資金の範囲には、流動資産及び流動負債を含めている。

　　　なお、当期末残高は、下記３．に記載するとおりである。

２．担保提供資産

　　　該当なし。

財産目録 2006年3月31日現在2006年3月31日現在

計算書類に対する注記

３．次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残
　 高は次のとおりである。

５．保証債務

　　　該当なし。
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任意団体「ほっとけない世界のまずしさ」財務諸表と監査報告書　　2006年4月1日 ーー 2007年3月31日

（資金収支の部）
Ⅰ　経常収支の部
　１　寄付・助成金収入
　　　　寄付・助成金収入
　２　事業収入
　　　　物品販売事業収入
　　　　書籍受贈収入
　　　　受託事業収入
　３　雑収入
　　　　受取利息
　　　　雑収入
　　　経常収入合計

Ⅱ　経常支出の部
　１　啓発活動事業費
　　　　新聞・雑誌広告費
　　　　ウェブサイト運営費
　　　　イベント費
　　　　業務委託費
　　　　旅費交通費
　　　　寄付・助成金支出
　　　　その他
　２　物品販売事業費
　　　　物品販売原価
　　　　物品保管料
　　　　物品発送費
　３　人件費
　　　　役員報酬
　　　　給料手当
　　　　法定福利費
　　　　福利厚生費
　　　　旅費交通費
　４　管理費
　　　　会議費

128,527,866

2 ,537,136
10,710,000
22 ,960,000

10,161
53 ,088

2 ,006 ,819
3 ,452 ,741
4 ,943 ,239
3 ,670,176
2 ,404 ,683
21,831,842
1,129,844

3 ,130,985
2 ,086 ,870
231,846

839,000
21,805 ,175
275,385
70,100

2 ,149,439

133 ,108

128 ,527,866

36 ,207,136

63 ,249

39,439,344

5,449,701

25 ,139,099

164 ,798 ,251

科　目 金　額

　　　　通信費
　　　　消耗品費
　　　　地代家賃
　　　　支払報酬
　　　　諸会費
　　　　租税公課
　　　　新聞図書費
　　　　支払手数料
　　　　法人税・住民税・事業税
　　　　雑費
　　　経常支出合計
　　　経常収支差額

Ⅲ　その他資金支出の部
　１　固定資産取得支出
　　　　工具器具備品購入支出
　　　その他資金支出合計
　　　当期収支差額
　　　前期繰越収支差額
　　　次期繰越収支差額

（正味財産増減の部）
Ⅳ　正味財産増加の部
　１　資産増加額
　　　　当期収支差額（再掲）
　　　　工具器具備品購入額
　　　増加額合計
Ⅴ　正味財産減少の部
　１　資産減少額
　　　　工具器具備品減価償却額
　　　減少額合計
　　　当期正味財産増加額
　　　前期繰越正味財産額
　　　当期正味財産合計

2,024 ,611
920,679
525,000
554 ,350
10,000
322 ,930
114 ,510
165,541
1,984 ,900
77,369

1,144 ,326

6 ,832 ,998

1,144 ,326

86 ,792 ,783
1,144 ,326

524 ,940

76 ,861,142
87,937,109

1,144 ,326
86 ,792 ,783
1,542 ,802
88 ,335 ,585

87,937,109

524 ,940
87,412 ,169
2 ,114 ,790
89,526 ,959

科　目 金　額

収支計算書 2006年4月1日から2007年3月31日

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　現金
　　　普通預金
　　　売掛金
　　　商品
　　　　　流動資産合計
　２　固定資産
　　　工具器具備品
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産の部合計

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　未払金　
　　　未払法人税等
　　　未払費用
　　　　　流動負債合計
　　　　　負債の部合計

Ⅲ　正味財産の部
　　前期繰越正味財産
　　当期正味財産増加額
　　　　正味財産合計
　　　　負債及び正味財産合計

249,549
79,639,874
1,511,552
9,558 ,150

1,191,374

390,000
1,984 ,900
248 ,640

90,959,125

1,191,374

2 ,623 ,540

2 ,114 ,790
87,412 ,169

92 ,150,499

2 ,623 ,540

89,526 ,959
92 ,150,499

科　目

科　目

金　額

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　現金　　　現金手元有高
　　　　　　　　外貨現金手元有高（US＄）
　　　普通預金　三菱東京UFJ銀行田町支店
　　　売掛金　　委託販売概算売上金　他
　　　商品　　　ホワイトバンド　262,200個　
　　　　　　　　書籍　24,204冊
　　　　　流動資産合計
　２　固定資産
　　　工具器具備品　パソコン11台　他
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産の部合計

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　未払金　　　　NPO法人会費預り額
　　　未払法人税等　第2期法人税
　　　　　　　　　　第2期法人事業税
　　　　　　　　　　第2期法人住民税
　　　未払費用　　　3月分経費未払
　　　　　流動負債合計
　　　　　負債合計
　　　　　　正味財産

現金
普通預金
売掛金
商品
未収入金
　　　合　計
未払金
未払法人税等
未払費用
預り金
　　　合　計
次期繰越収支差額

科　目
工具器具備品
合　計

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

15,490
4,809,164

0
1,092,000

9,820
5,926,474

0
0

4,151,752
231,920
4,383,672
1,542,802

1,872,191
1,872,191

680,817
680,817

1,191,374
1,191,374

30,803
218 ,746

79,639,874
1,511,552
262 ,200
9,295,950

1,191,374

390,000
1,333 ,800
350,500
300,600
248 ,640

90,959,125

1,191,374

2 ,623 ,540

92 ,150,499

2 ,623 ,540
89,526 ,959

科　目・摘　要 金　額

前期末残高

249,549
79,639,874
1,511,552
9,558,150

0
90,959,125
390,000
1,984,900
248,640

0
2,623,540
88,335,585

当期末残高

貸借対照表

１．重要な会計方針

　（1）当団体の計算書類については、「特定非営利活動

　　　法人の会計の手引き（経済企画庁国民生活局）」に

　　　基づいて作成する。

　（2）固定資産の減価償却について

　　　耐用年数が1年以上で、かつ、取得価額が100,000円

　　　以上の使用目的資産について固定資産として計上し、

　　　減価償却については見積り耐用年数に基づく定率法

　　　によっている。

　（3）資金の範囲について

　　　資金の範囲には、流動資産及び流動負債を含めている。

　　　なお、当期末残高は、下記３．に記載するとおりである。

２．担保提供資産

　　　該当なし。

財産目録 2007年3月31日現在2007年3月31日現在

計算書類に対する注記

３．次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残
　 高は次のとおりである。

５．保証債務

　　　該当なし。

※ 印影を黒塗りしております。

Kei
長方形

Kei
長方形
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任意団体「ほっとけない世界のまずしさ」財務諸表と監査報告書　　2006年4月1日 ーー 2007年3月31日

（資金収支の部）
Ⅰ　経常収支の部
　１　寄付・助成金収入
　　　　寄付・助成金収入
　２　事業収入
　　　　物品販売事業収入
　　　　書籍受贈収入
　　　　受託事業収入
　３　雑収入
　　　　受取利息
　　　　雑収入
　　　経常収入合計

Ⅱ　経常支出の部
　１　啓発活動事業費
　　　　新聞・雑誌広告費
　　　　ウェブサイト運営費
　　　　イベント費
　　　　業務委託費
　　　　旅費交通費
　　　　寄付・助成金支出
　　　　その他
　２　物品販売事業費
　　　　物品販売原価
　　　　物品保管料
　　　　物品発送費
　３　人件費
　　　　役員報酬
　　　　給料手当
　　　　法定福利費
　　　　福利厚生費
　　　　旅費交通費
　４　管理費
　　　　会議費

128,527,866

2 ,537,136
10,710,000
22 ,960,000

10,161
53 ,088

2 ,006 ,819
3 ,452 ,741
4 ,943 ,239
3 ,670,176
2 ,404 ,683
21,831,842
1,129,844

3 ,130,985
2 ,086 ,870
231,846

839,000
21,805,175
275,385
70,100

2 ,149,439

133 ,108

128 ,527,866

36 ,207,136

63 ,249

39,439,344

5,449,701

25 ,139,099

164 ,798 ,251

科　目 金　額

　　　　通信費
　　　　消耗品費
　　　　地代家賃
　　　　支払報酬
　　　　諸会費
　　　　租税公課
　　　　新聞図書費
　　　　支払手数料
　　　　法人税・住民税・事業税
　　　　雑費
　　　経常支出合計
　　　経常収支差額

Ⅲ　その他資金支出の部
　１　固定資産取得支出
　　　　工具器具備品購入支出
　　　その他資金支出合計
　　　当期収支差額
　　　前期繰越収支差額
　　　次期繰越収支差額

（正味財産増減の部）
Ⅳ　正味財産増加の部
　１　資産増加額
　　　　当期収支差額（再掲）
　　　　工具器具備品購入額
　　　増加額合計
Ⅴ　正味財産減少の部
　１　資産減少額
　　　　工具器具備品減価償却額
　　　減少額合計
　　　当期正味財産増加額
　　　前期繰越正味財産額
　　　当期正味財産合計

2,024 ,611
920,679
525,000
554 ,350
10,000
322 ,930
114 ,510
165,541
1,984 ,900
77,369

1,144 ,326

6 ,832 ,998

1,144 ,326

86 ,792 ,783
1,144 ,326

524 ,940

76 ,861,142
87,937,109

1,144 ,326
86 ,792 ,783
1,542 ,802
88 ,335 ,585

87,937,109

524 ,940
87,412 ,169
2 ,114 ,790
89,526 ,959

科　目 金　額

収支計算書 2006年4月1日から2007年3月31日

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　現金
　　　普通預金
　　　売掛金
　　　商品
　　　　　流動資産合計
　２　固定資産
　　　工具器具備品
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産の部合計

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　未払金　
　　　未払法人税等
　　　未払費用
　　　　　流動負債合計
　　　　　負債の部合計

Ⅲ　正味財産の部
　　前期繰越正味財産
　　当期正味財産増加額
　　　　正味財産合計
　　　　負債及び正味財産合計

249,549
79,639,874
1,511,552
9,558 ,150

1,191,374

390,000
1,984 ,900
248 ,640

90,959,125

1,191,374

2 ,623 ,540

2 ,114 ,790
87,412 ,169

92 ,150,499

2 ,623 ,540

89,526 ,959
92 ,150,499

科　目

科　目

金　額

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　現金　　　現金手元有高
　　　　　　　　外貨現金手元有高（US＄）
　　　普通預金　三菱東京UFJ銀行田町支店
　　　売掛金　　委託販売概算売上金　他
　　　商品　　　ホワイトバンド　262,200個　
　　　　　　　　書籍　24,204冊
　　　　　流動資産合計
　２　固定資産
　　　工具器具備品　パソコン11台　他
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産の部合計

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　未払金　　　　NPO法人会費預り額
　　　未払法人税等　第2期法人税
　　　　　　　　　　第2期法人事業税
　　　　　　　　　　第2期法人住民税
　　　未払費用　　　3月分経費未払
　　　　　流動負債合計
　　　　　負債合計
　　　　　　正味財産

現金
普通預金
売掛金
商品
未収入金
　　　合　計
未払金
未払法人税等
未払費用
預り金
　　　合　計
次期繰越収支差額

科　目
工具器具備品
合　計

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

15,490
4,809,164

0
1,092,000

9,820
5,926,474

0
0

4,151,752
231,920
4,383,672
1,542,802

1,872,191
1,872,191

680,817
680,817

1,191,374
1,191,374

30,803
218 ,746

79,639,874
1,511,552
262 ,200
9,295 ,950

1,191,374

390,000
1,333 ,800
350,500
300,600
248 ,640

90,959,125

1,191,374

2 ,623 ,540

92 ,150,499

2 ,623 ,540
89,526 ,959

科　目・摘　要 金　額

前期末残高

249,549
79,639,874
1,511,552
9,558,150

0
90,959,125
390,000
1,984,900
248,640

0
2,623,540
88,335,585

当期末残高

貸借対照表

１．重要な会計方針

　（1）当団体の計算書類については、「特定非営利活動

　　　法人の会計の手引き（経済企画庁国民生活局）」に

　　　基づいて作成する。

　（2）固定資産の減価償却について

　　　耐用年数が1年以上で、かつ、取得価額が100,000円

　　　以上の使用目的資産について固定資産として計上し、

　　　減価償却については見積り耐用年数に基づく定率法

　　　によっている。

　（3）資金の範囲について

　　　資金の範囲には、流動資産及び流動負債を含めている。

　　　なお、当期末残高は、下記３．に記載するとおりである。

２．担保提供資産

　　　該当なし。

財産目録 2007年3月31日現在2007年3月31日現在

計算書類に対する注記

３．次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残
　 高は次のとおりである。

５．保証債務

　　　該当なし。
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役員一覧／賛同団体一覧

＊特定非営利活動法人  ほっとけない世界のまずしさ  役員一覧

役員

代表理事

常務理事

理事

監事

林　達雄　　　　（特活）アフリカ日本協議会

黒田かをり　　　CSOネットワーク

池上清子　　　　国連人口基金　東京事務所

今田克司　　　　CSOネットワーク

内山　隆　　　　Chance! pono2

小野寺愛　　　　ピースボート

重田康博　　　　（特活）オックスファム・ジャパン

浪瀬佳子　　　　（特活）WE21ジャパン

片山信彦　　　　（特活）ワールド・ビジョン・ジャパン　　

　　　　　　　　　　　　　　　（特活）=特定非営利活動法人

（特活）国際ボランティアセンター山形

コミュニティ・リーダーズ・ネットワーク（CLN）

サステナ

CSOネットワーク

（特活）シェア＝国際保健協力市民の会

JLMM-日本カトリック信徒宣教者会

JVC九州ネットワーク（Qネット）

（特活）ジェン

（特活）市民コンピュータコミュニケーション研究会（JCAFE）

（特活）シャプラニール＝市民による海外協力の会

（社）シャンティ国際ボランティア会

ジンバブエ友の会

聖心女子大学生課外活動団体MSSS

（社）セーブ･ザ・チルドレン・ジャパン

大地を守る会

The DAPAD Foundation

（特活）TICAD市民社会フォーラム

（特活）地球の木

（特活）地球の友と歩む会／LIFE

（特活）チャイルド・ファンド・ジャパン

CHANCE! pono2

（特活）難民支援協会

二十一世紀ボランティア研究センター

日本イラク医療支援ネットワークJIM-NET

（特活）アーユス仏教国際協力ネットワーク

アジア・アフリカと共に歩む会

（特活）アジア戦災孤児救済センター

（特活）アフリカ日本協議会

アフリカ理解プロジェクト

（社）アムネスティ・インターナショナル日本

（特活）いきいきフォーラム２０１０

（特活）ACE

（特活）WE２１ジャパン

NGO network JAPAN

NGO MAKE THE HEAVEN

NTT労働組合

（特活）エファジャパン

（特活）幼い難民を考える会

（特活）オックスファム・ジャパン

オルタモンド

神奈川大学生活協同組合

（特活）関西NGO協議会

教育協力NGOネットワーク（JNNE）

（特活）草の根援助運動

グローバル・ヴィレッジ

（特活）CODE海外災害援助市民センター

（特活）国際協力NGOセンター（JANIC）

国際子ども権利センター

（特活）日本国際ボランティアセンター（JVC）

日本リザルツ

（特活）ネットワーク『地球村』

パルシステム生活協同組合連合会

（特活）ハンガー・フリー・ワールド

（特活）BHNテレコム支援協議会

（特活）ピース ウィンズ・ジャパン

ピースボート

（特活）フェアトレード・ラベル・ジャパン

フェアトレードリソースセンター

（特活）フリー・ザ・チルドレン・ジャパン

（特活）ホープ･インターナショナル開発機構

Body And Soul

緑のサヘル

（特活）世界の医療団（メドゥサン・デュ・モンド）

moment

（特活）ラマモンソレイユ

（特活）ワールド・ビジョン・ジャパン

YDP Japan ネットワーク
（開発と平和のための国内ユースネットワーク）

ワンワールド・ワンピープル協会
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役員

代表理事

常務理事

理事

監事
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黒田かをり　　　CSOネットワーク

池上清子　　　　国連人口基金　東京事務所

今田克司　　　　CSOネットワーク

内山　隆　　　　Chance! pono2

小野寺愛　　　　ピースボート

重田康博　　　　（特活）オックスファム・ジャパン

浪瀬佳子　　　　（特活）WE21ジャパン

片山信彦　　　　（特活）ワールド・ビジョン・ジャパン　　

　　　　　　　　　　　　　　　（特活）=特定非営利活動法人
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サステナ

CSOネットワーク
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JVC九州ネットワーク（Qネット）
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（特活）シャプラニール＝市民による海外協力の会

（社）シャンティ国際ボランティア会

ジンバブエ友の会

聖心女子大学生課外活動団体MSSS

（社）セーブ･ザ・チルドレン・ジャパン

大地を守る会

The DAPAD Foundation

（特活）TICAD市民社会フォーラム

（特活）地球の木

（特活）地球の友と歩む会／LIFE

（特活）チャイルド・ファンド・ジャパン

CHANCE! pono2

（特活）難民支援協会

二十一世紀ボランティア研究センター

日本イラク医療支援ネットワークJIM-NET

（特活）アーユス仏教国際協力ネットワーク

アジア・アフリカと共に歩む会

（特活）アジア戦災孤児救済センター

（特活）アフリカ日本協議会

アフリカ理解プロジェクト

（社）アムネスティ・インターナショナル日本

（特活）いきいきフォーラム２０１０

（特活）ACE

（特活）WE２１ジャパン

NGO network JAPAN

NGO MAKE THE HEAVEN

NTT労働組合

（特活）エファジャパン

（特活）幼い難民を考える会

（特活）オックスファム・ジャパン

オルタモンド

神奈川大学生活協同組合

（特活）関西NGO協議会

教育協力NGOネットワーク（JNNE）

（特活）草の根援助運動

グローバル・ヴィレッジ

（特活）CODE海外災害援助市民センター

（特活）国際協力NGOセンター（JANIC）

国際子ども権利センター

（特活）日本国際ボランティアセンター（JVC）

日本リザルツ

（特活）ネットワーク『地球村』

パルシステム生活協同組合連合会

（特活）ハンガー・フリー・ワールド

（特活）BHNテレコム支援協議会

（特活）ピース ウィンズ・ジャパン

ピースボート

（特活）フェアトレード・ラベル・ジャパン

フェアトレードリソースセンター

（特活）フリー・ザ・チルドレン・ジャパン

（特活）ホープ･インターナショナル開発機構

Body And Soul

緑のサヘル

（特活）世界の医療団（メドゥサン・デュ・モンド）

moment

（特活）ラマモンソレイユ

（特活）ワールド・ビジョン・ジャパン

YDP Japan ネットワーク
（開発と平和のための国内ユースネットワーク）

ワンワールド・ワンピープル協会
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社会責任報告書 2 0 0 8

特定非営利活動法人　ほっとけない世界のまずしさ
〒108-0073　東京都港区三田4-15-25-1103   Tel.03-5484-5977   Fax.03-5484-5978

　URL:www.hottokenai.jp   Email:info@hottokenai.jp
対象範囲：2005年5月～2007年3月（一部2007年4月以降の活動報告も含まれています。）

発行日：2008年2月この小冊子は大豆インキを使用しています。

“Overcoming poverty is not a gesture of charity. It is an act of 
justice. The steps that are needed from the developed nations 
are clear. I say to all those leaders: do not look the other way; 
do not hesitate. Recognize that the world is hungry for action, 
not words. Act with courage and vision. Sometimes it falls on a 
generation to be great. You can be that great generation.”        
(Nelson Mandela at London, 2005)

「貧困をなくすことは、慈善（チャリティ）ではなく正義（ジャスティス）の行為です。先

進国に求められていることはすでに明らかです。世界の指導者たちに訴えたい。目をそ

むけないでくれ、躊躇しないでくれ。世界は、言葉ではなく、行動を求めている。勇気と

ビジョンをもって行動しようではないか。歴史上、時折、ある世代が偉大なことを成し

遂げることがあります。みなさんがその偉大な世代となれるのです。」

〔ネルソン・マンデラ  ロンドン  2005年〕

協力して下さったボランティアスタッフ、民間企業、その他関係者の皆様に感謝申し上げます。
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